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6世紀から7世紀にかけて、河内の葛城山麓、河南町平石川右岸段丘上に、谷間を見下ろす古墳

が下流から上流へと築かれました。このうち、昭和40、 50年代に内部調査が行われたアカハゲ古

墳やツカマリ古墳に、精美な切石の埋葬施設が構築され、葬送にあたっては漆塗り籠棺や緑釉棺

台が用いられていました。7世紀中頃の造墓活動を特徴づける学術的にも貴重な成果として知られ

ています。ところが四半世紀を経てこの地区に大規模なほ場整備事業が計画され、それに伴う事

業地全体の文化財調査がはじまると、かつての調査成果に倍する重要な発見が相次ぎました。平

成12年度の加納古墳群の1・ 2・ 5。 6号墳、13年度のシシヨツカ古墳、そして今回報告する14年度

の駕田古墳等々です。シシヨツカ古墳の東北に接して築かれた駕田古墳は、ひとつの墳丘に同時

にふたつの石室を設ける双室墳と呼ばれる形態をとっています。さらにこの古墳の東では、古代

宮都の石溝と見まがうかのような8世紀代の立派な石組の溝が、段丘斜面に築かれていることも判

明しました。どれをとりあげても予想を超える発見です。このように平石谷は大和と河内を繋ぐ

要路上の位置も相挨って、その重要性は今後ますますクローズアップされるでしょう。

本府教育委員会としましては、この地区の整備事業について関係機関と十分に調整を図りつつ、

文化財の保護に努めていきたいと思っています。今後もこれまで以上に地元の方々や広く府民の

皆様にご協力をよろしくお願い申し上げます。

今回の発掘調査の実施にご協力いただきました地元の皆様ならびに関係機関に深く感謝申し上

げます。

平成16年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 向井  正 博
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第 1章 調査の契機と経過

平成11年度から大阪府教育委員会文化財保護課が環境農林水産部からの依頼を受けて実施して

いる加納古墳群および平石古墳群の発掘調査は、平成10年から平成16年にかけて圃場整備を実施

する予定の「南河内こごせ地区の農空間整備事業」に伴って、事前に当該地の埋蔵文化財の分

布・内容を把握してきている。本事業が、農作業の省力化・効力化を図り、大雨災害を受けにく

い農地 。農業施設を作り、豊かな自然遺産と歴史資源を有効に活用しつつ、都市住民との交流型

農業の展開に寄与することを目的とする以上、いうまでもなく発掘調査で得られたデータに照ら

して事業との整合を図りながら、最大限埋蔵文化財の保護策を講じなければならない (第 1・ 2図 )。

河南町加納・平石 。持尾地区と千早赤阪村桐山地区の55,7haにおよぶ園場整備対象地には、多く

の歴史・文化遺産が知られている。このことから本課は事業主体の大阪府環境農林水産部と埋蔵

文化財の取り扱いについて協議し、まず平成11年度に加納・平石地区、桐山地区において試掘調

査を実施し、埋蔵文化財の分布を把握した。その調査結果に基づき平成12年度には加納地区と桐

山地区で発掘調査を実施し、特に加納地区では加納1・ 2・ 5。 6号墳を中心とする古墳時代後期の

横穴式石室をもつ古墳の内容を明らかにした。残存状態の良好な加納1号墳については環境農林水

産部と協議の上、若千の工法を変更して、保存が図られることになった。次いで平成13年度には

前年の結果を踏まえ、加納 。平石両地区にわたり、総面積10,150ど について発掘調査を実施し、試

掘調査の段階で初めてその存在が確かめられていたシシヨッカ古墳の内外の状況や規模等を掴ん

だ。その結果、この古墳が古墳時代後期から終末期の様相を示すことが判明した。そこで加納古

墳群では石室全徳を良好にとどめる2号墳、そしてシシヨツカ古墳については、農林水産部との協

議を重ねて圃場の嵩上げを行ない、旧地形の破壊を極力抑えて地下に保存する方策を採った。

平成14年度は、シシヨツカ古墳の東で総面積1,399ど を対象として発掘調査を実施し、新たに古

墳1基を確認したほか、整然とした石組溝を検出した。これらの遺構の上面には盛上が施され、い

ずれも埋没保存されることとなった (第 3・ 4図 )。
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第 1図 平石谷古墳分布図

加納古墳群 1号墳

同 2号墳

同 5号墳

同 6号墳

同 7号墳

平石古墳群シシヨツカ古墳

同アカハゲ古墳

同ツカマリ古墳

9 同大原古墳
10 同バチ川古墳
11 同バチ川 2号墳
12～15 同ツカマリ北古墳他
16 平石古墳群 (無名古墳)
17～19 -須賀古墳群P支群 2～ 4号墳
20～23 同M支群 2～5号墳
24 駕田古墳

-2-



．十ヽ
λ型‐‐＼

毎
７
５ｋｍ(往

v＼

第 2図 南河内こごせ地区事業位置図

-3-



国軍]コ享陛軍勤[翠士 国8髯

―レー

(と隣101Z8-)

090Z8-=入

尊

X

Φ
∞
い
』
Φ
出
，
＝
Ｘ

（Ｏ
Ｈ
¨
∞
⇔
Ｈ
ド
Φ
Ｈ
Ｉ
）

（〇
出［
∞
『い
』Φ
日Ｉ
）

（Ｘ
５
』
Φ
出
―
＝
Ｘ

（
Φ
出
蝋
∞
∞
［
』
Φ
引
―
）

（
Ｏ
Ｈ
¨
∞
』
蝋
卜
⇔
出
Ｉ
）

（〇
日
［
∞
い
［
卜
Φ
出
Ｉ
）



彪

な

／／／
に
野

:7▼″11

生  "

＼
山

＼

儒

,III rrr//― /

■ 平成14年度調査地点

E]平成13年度調査地点

E]平成12年 度調査地点

I々'々"Ψ ザラタ多
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第 2章 調査の概要

平成14年度は、釜下池 (竜ヶ池)の谷筋の東で南に張り出す山麓部を中心として東西約250mの

間において、計12箇所の調査区を設けて調査を実施した。この山麓部 (第 1調査区)は現在その外

周に沿ってコンクリート壁をめぐらせた資材置き場となっていて、本来の山麓斜面はその地下に

埋没した状態であり、今回の国場整備事業の対象外である。したがって調査はコンクリート壁の

南側一帯を発掘する形となった。この調査区の西側に取り付く形で設定した第9調査区では南北方

向の石組溝が検出された。また谷筋を隔てた、13年度発掘のシシヨツカ古墳の北東に接する第11

調査区では尾根の先端を利用した双室をもつ方墳が新たに発見された。以下各調査区の概要を述

べる。

第1調査区 (第5'11図 )

第10調査区の南に東西に設定した幅2.Om、 長さ64.Omの トレンチである。北壁断面に現れている

ように、東端から11.Omと 46.Omのあたりに、かつての南北方向の流路の肩の西上がりの堆積層の

ラインが認められる。それより西の107層以下には粘質土を含む比較的締まった上が堆積している。

しかしこれらの上層もかつての南北の流跡であり、結局西端より5m付近の床土直下の黄褐色砂質

土 (113層 )を肩として、それより東側は砂～砂質土を主体とする流水堆積上である。この土層か

らは土師器・須恵器・瓦器 。磁器など奈良時代～中世の遺物 (1～ 10)が包含されている。おそら

く中世には北西のニッ釜池から下降し、平石谷に流れ込むいくつかの谷筋の流れがあったのであ

ろう。幕藩時代の史料に基づいて、「北加納弐ッ釜池の如く、堤切流れ場合度々で、その都度見

分・普請を願ひ出なければならなかった。」と述べられている (野村豊 F水利史料の研究』)よ う

に、何度か出水に見舞われたその名残と考えられる。

東端から37.Omの 105層下で径1.Om、 深さ0。15mの浅い円形土坑が検出され、礫に混じって土師器

片が混入していた。遺物の時期は不明であるが、流水堆積以前の土地利用の痕跡と考えられる。

トレンチ西端の床上下の112層でサヌカイト製槍先形石器未製品が出土している。

第2調査区 (第 6・ 11図 )

第1区の南東に里道・水路を挟んで北東～南西方向に3～ 4段の棚田が築かれた舌状に下降する丘

陵がある。この丘陵は擁壁によってT,P,130.0～ 132.Omの 上段とT.P.125,0～ 122.Omの 下段に分かれ、

各段に幅2.Om、 長さ上段19m、 下段38mの トレンチを設定した。上下両段において地山を削平して

段差をつけ、棚田を造成し、結果として遺物包含層が二次堆積するに至った状況が観察された。

重層する旧耕作土には土師器・須恵器 。磁器・瓦器などの遺物が包含されているが、下段に設定

した2-1調査区では須恵器 。土師器が目立つ。さらに弥生後期の土器片やサヌカイト剥片が出上し

ている。
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第3調査区 (第 7・ 11図 )

第2調査区の上段 トレンチ (歩 2調査区)の一枚上の棚田に設定した南北方向の トレンチである。

幅2.Om、 長さ37.5m。 粘性のある床土下は砂質上の地山となる。南端部ではこの地山面で幅1.5～

2.Om、 深さ0.2mの 東西溝を、北端では西壁際で幅3.Omの 浅い落ち込みを検出した。この棚田一帯

は圃場整備によって切土となる箇所にあたっているので、遺構の拡が りを追跡するため、第3区の

西側に平行して設定した第5区 との間も拡張して調査することとした。

その結果、第3区で検出された溝はさらに西に延び、第歩 2調査区の最高点あたりまで続き、そ

れより西は第2調査区で確認された棚田造成の際の段差によって断ち切 られていることが判明し

た。溝には粘質土が堆積 し、北側から投棄された礫がこの堆積土に混入していた。またこれらの

堆積土を除去すると溝の南肩付近に径0.2～0.3mの ピットが検出された。そしてそのピット群に繋

がるピットがさらに南の地山面でも検出された。それらのピットの拡が りは5.0× 3.5mの範囲で認

められるが、柱穴の並びや規模などからみて小屋程度の建物が想定される。それらとは別に、一

辺0,5mで、四壁が若干被火して赤変し、中に炭が混じった方形土坑が検出されている。土質や位

置関係、しっかりとした掘 り方からみてこの上坑はピット群とは関係なく、農作業用に関連して

掘 り込まれたものではないかと考えられる。

第4調査区

第3調査区の北に、北東～南西に通る里道を挟んで設定した。この地点は北東から南西にのびる

谷筋にあたっている。耕土下は廃棄物の混じる埋め土であり、地元では昭和50年代の上石流災害

の後、谷筋を埋めて田にしたという。遺構・遺物は確認されなかった。
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第5調査区 (第 8。 11図 )

第3調査区の西に平行して設定した幅2.Om、 長さ20。5mの トレンチである。堆積土は第3区 と同様

であるが、第3区の北端で検出した落ち込みの続きが確認できた。落ち込みでは土師器・須恵器の

破片 (45・ 46)が混入する。

第3・ 5調査区拡張部 (第9～ 11図 )

切土工事の対象となる上記の第3調査区と第5調査区で、若千の遺構を検出した関係で、両 トレ

ンチの間にも遺構が存在するかどうかを確認するため拡張したものである。結果、南部では第3調

査区の溝やピットの範囲、北部では落ち込みの全体を検出したが、それ以外には遺構は認められ

なかった。落ち込みは幅3.Om、 長さ6.Om、 北東～南西方向に延びて、西はその下の棚田への傾斜

部で断ち切れている。方向はこの調査区の丘陵が延びる方向と同じで、平坦な棚田に造成される

以前の自然地形に沿う窪地の名残と思われる。しかしその堆積土である暗黄色の土質はこの落ち
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込みにのみ特徴的で、出土遺物も土師器・須恵器に限られ、棚田造成以前の状況を伝える痕跡で

あろう。遺物は細片が多いが、須恵器郭蓋 (43)はつまみを除いて全形を知りえるもので、その

時期は7世紀中頃と思われる。北東のアカハゲ古墳までは約90,Omを 隔て、同じ丘陵の南西端にあ

たる位置を考えると、注意される遺物である。

第6調査区 (第 8。 27図 )

第5調査区の一段下の棚田に設置した幅2.Om、 長さ10,Omの南北 トレンチである。現耕土以下数

層の中世耕作上の下は北に低 く、南に高い地山面となる。丘陵の傾斜面を削平して狭除な棚田を

造成していった様子がうかがわれる。地山面に堆積した17層からサヌカイト剥片が出上している。

第7調査区 (第8'11図 )

第6調査区の一段下の棚田に設けた幅2.Om、 長さ20,Omの南北 トレンチである。耕土以下の堆積

状況は第6調査区と同様、中世耕土層となっており、土師器小皿 (47～49)が出土している。また

床土からは近世磁器片と腐蝕の著しく形状の不明な青銅製品片が出土している。

第8調査区 (第 12・ 13・ 27図 )

第1調査区の北側の1段上の棚田に設定した幅2.Om、 長さ51,Omの 東西 トレンチである。現耕土下

の数層の旧耕作上の堆積を経て、東西に大きく二つの流水堆積の痕跡を認める。 トレンチ東端か

ら西へ8.5m付近までは、第4調査区で確認された北東～南西にかけての旧谷筋の西側斜面、またト

レンチ西端から東へ27.Om付近までは第1調査区で述べたニッ釜池のある谷筋に連なる北西方向か

らの旧流跡となっている。そしてこの2つの流水雄積層の間で礫を多く含む砂質土地山が隆起する。

したがって第8調査区では東西両方向から平石谷に流れ込んだかつての地形が観察される。またそ

の地山面上では耕土・床上下の地山を1.5m四方を掘り込んで、耕作の妨げとなる1.2～ 1.3mの四角

い転石を落としこんでいる。平石谷の棚田によくみられる田畑の開墾の知恵である。

東西の流水堆積土中には、土師器・須恵器・瓦器 。磁器など古代・中世の遺物が含まれている。

また輔の羽口 (70)やサヌカイト製槍先形未製品などが出土した。瓦器椀 。白磁皿・土師質羽釜

などの中世遺物などから12～ 13世紀頃の堆積が考えられる。なお床土より銅銭が出上しているが

腐蝕が激しく銭種は不明である。

第9調査区 (第 14・ 24図 )

第8調査区北側の2段上の棚田に東西に設定した幅2.Om、 長さ40.Omの東西 トレンチで、東端は第

10調査区に接する。東端より西へ10.Omで、このトレンチに直行する形をとる南北方向の石組溝が

検出されたため、それを追跡せんと北へ5。5m、 南へ9,Om拡張した。

石組溝より上は、ほぼ水平な堆積を示す中世耕土層が堆積し、奈良時代の土師器・須恵器に加え

て瓦器・土師器小皿など中世遺物が出土する。しかし石組溝より以下の土層は水平ではなく、 自

然堆積とは思えない乱れた層界ラインが観察される。おそらく北西のニッ釜池の谷筋に派生する

旧谷地形を埋めた一連の埋積上であり、その作業の最終段階で石組溝が設置されたと考えられる。
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第3・ 5区拡張部全体

第 9図 第3・ 5調査区拡張部清 。落ち込み平面 。断面図
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第10図 第3・ 5調査区拡張部ピット群平面・断面図

この埋積上の一部から土師器の皿 (74・ 75)が、また石組溝内堆積土より須恵器不身 (79)が出

土しており、これらの遺物によって石組溝の施工時期としては8世紀前半を考慮できる。

石組溝の中軸線は北側で磁北との振れN-11° 40′ ～ 12°一Eを 測る。南北延長16.5mを検出した。

南端より北へ 5。 5～ 6.Omの ところは上下の棚田の段差にあたり、ここでは上段の棚田の石垣が一部

コンクリート壁を用いて補強されていた。ここを境にして北側には石組溝の原状がよくとどめら

れ、一方南側では南端の一部を除いて全体的に撹乱され、石もかなり取り去られていた。おそら

く現在の石垣にもそれらの石が転用されたのであろう。しかし南側の撹乱部にかろうじて残った

底石や側石などからすると、当初石組溝は現在のような段差をもって設置されたのではなく、勾配 10° ～

15° の傾斜をつけて構築されたと考えられる。なぜなら境付近の南側の石はほとんど外されているが、
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第13図 第8調査区出土土器

これは後世 (中世に)この箇所で段差をつけるために本来の傾斜部を切り取って明確な上下2段にしたと

思われるからである。北側は調査区外であり、また南側にはそれに続く石敷きは確認されなかった。

原状をとどめる北半部でみると、最初に50.0～80,Ocmの 長手の川原石を内法50.0～60.Ocmを とって

据え、次いでその長手の石の間に30.0～ 40,Oclllの石を平坦面を内側にして面を揃えて並べる。その

後底面に5,0～ 40.Ocmの礫を充填している。自然の川原石のみならず割 り石も用い、敷くというよ

り立てるような状態で四凸の目立った溝底となっている。底石の間隙に当地の終末期古墳に特徴

的な石材である榛原石の破片が確認された。これは紛れ込んだものではなく川原石の間に差し込

んだ状態である。周辺の古墳から遊離した石材を二次的に利用したのかもしれない。

第10調査区 (第 16・ 17・ 24・ 25図 )

平石谷では終末期の主要古墳がすべて南に張り出す丘陵先端部に築かれている。その目でみれ

ば第10調査区は今回の調査で最も有望な立地条件をそなえている。しかし冒頭に述べたように、

残念ながらコンクリート擁壁に取り巻かれた北側は調査区外であり、今回の調査区はその崖下と

いう位置になる。この調査区はその擁壁沿いに東西45,Om、 南北15.0～25,Omにわたって丘陵裾部を

/‐//
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巡る形で設定した。現耕作土以下には累々と水平に積み重ねられたかつての旧耕作上があり、そ

の下には斜面堆積した流上が観察される。そして地山は黄褐色の粘質上であるが、それすら流土

となっていて、特に西壁断面ではそれが顕著に認められる。平成13年度の第3調査区において数段

の棚田に対し設定した南北縦断面に観察されたのと等しい堆積状況である (本書付章第3調査区参

照)。 したがってここでも幾度か斜面堆積して形成された丘陵を棚田造成していった様子をうかが

うことができる。これらの層からは弥生土器 。土師器・須恵器・瓦器・サヌカイト・陶磁器の破

片が出土するが、地山直上に堆積した粘質土 (中央ベルト断面55・ 60層)では弥生土器・土師器

片を含み、それより上位の土層に混入するような中世遺物は認められない。このことから棚田造

成は中世に始まるとみられるが、それ以前の遺構も北側丘陵上に存在した可能性がある。

中央断面観察ベルトを挟んで西半部では、地山斜面に北から南へ筋を引くように流れ下った粗

い砂の溜まった流水跡が検出された。礫を多 く含み、摩滅した中～近世の上器片が少量混入して

いた。その礫の中に榛原石の破片が10数点紛れていた。側面を加工した破片もあり、当地の終末

期古墳に用いられるような詰め石と思われる破片もある (107年 109)。 またベルトを挟んで東側

では径20.Ocm、 深さ45.Ocmの ピットが検出された。検出時は須恵器の郭身底部片 (93)がそのピ

ットの上に被せられた状態であり、それを外すと検出面より深さ20.Ocmま では空洞となっていた

(第 16図平面・断面図参照)。 ピット内の堆積土は2層 に分層され、上層は泥上のような軟質なシ

ルト、下層は逆に鉄分が沈着して硬化した状態であった。

検出された遺構は以上のように限られているが、斜面堆積土出土遺物中にみられる須恵器高郭

郭部片 (91)や榛原石片 (107～ 113)な どの出土状況からみてこの丘陵裾より高い北側の尾根の

張り出し部に古墳の存在していた可能性は高いといえよう。ただし大規模な外部施設を伴うよう

な古墳は以上の結果からは考えがたく、平石古墳群の中でも却って山中に築かれたような規模の

吉墳の存在が想定できるかもしれない。

第11調査区 (第 18～ 24図 )

この調査区は本書付章で報告する平成13年度第20ト レンチの東端にあたる。前回の調査ではこ

こには南北溝が検出されていた。しかしトレンチ南側のコンクリート擁壁 (高 さ3.5m)が、今回

園場整備事業によって取 り去られることとなったため、事前に取 り外しを行なったところ、その

壁面に東西16.Om余にわたって古墳の石室正面、墳丘盛土、堀割、石室構築土などが露呈し、その

結果新たに古墳1基が発見されるに至り、約450.0だの範囲で調査を実施した。ただし今回の調査で

は埋葬施設の内部調査は行なわず、古墳の規模・形状・残存状況を確認するにとどめ、古墳は圃

場整備事業では盛上を行なって保存されることになった。

位置  前年度調査したシシヨッカ古墳の北東約50.Omに 張り出す尾根の南端にあたり、シシヨ

ツカ古墳に非常に接近している。地籍図には「駕田」とあるので、「古墳」と命名した。背後には

シシヨツカ古墳の場合と同じく、標高238,9mの「―の禿」から派生する主尾根に連なる標高186.6m

-18-
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哺 祭皇)°
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の山頂が迫り、背後にこの山を意識して築かれたことは明白である。

墳丘  後世の棚田造成により削られて全形をとどめていないが、西側は墳丘～堀割肩までが確

認できる。墳丘盛土は削られているが高さ2.Om程度が残り、石室の天丼石が一部露呈した状態で

ある。捉えられた墳丘の北西コーナーと石室前面との位置関係から、平面形態は東西15,0～ 16.Om、

南北9,0～ 10.Omの長方形となる方墳で、周囲には北西から下る尾根の先端を南西～北東方向に断ち

切って掘り込まれた、幅6.Om程度の掘割が墳丘の西側そして北側をめぐる。東側は損なわれて原

状をとどめていないが、地形からみて尾根の西側と北側の二方を大きく逆L字形に切って、堀割と

しその南側に墳丘を築いている。

墳丘の盛土はコンクリート擁壁を取り除いて露呈した古墳前面の南側の東西断面 (第 19図 8-8')

と撹乱された墳丘東北部の断面 (同図5-5')に よって観察した。東西断面では北西から南東にの

びる尾根の先端を北東～南西に断ち切ってある程度の平坦面を確保した後、この平坦面に石室構

築の基盤を築く盛土を行なっている (第 19図 8-8'断面図198～ 272層 )。 また石室周囲では側石を

据えた後、その下半を固定させ (173～ 178層 )、 上半は何層も薄く土を盛り上げている (139～ 172

層)。 墳丘北半部の撹乱部分の断面では層厚2～ 3cmの粘質土と砂質土を概ね交互に積み上げる版築

状盛上を観察できた。

石室 本墳の石室は1つの墳丘に石室を2つ同時に並列して築く双室の形態をとっている。規模、

主軸、構造ともに同じ企画のもとに築かれ、墳丘の南北中心軸を挟んで東西に対称的な位置関係

をとっている。石室の前面にはそれぞれ排水暗渠が設けられている。

東石室は損壊が激しく、入口天丼石とその側石が既に取り外されて、側石抜き取り穴だけがそ

の痕跡をとどめ、また2枚目の天丼石は東端がそれを支持する側石の内側に落ち込んだ状態であっ

た。さらにその天丼石の西側には盗掘の痕跡と思われる礫溜りがあり、北西側斜め上から盗掘坑

を入れて東石室に侵入したことがあったようである。礫に紛れて近世磁器椀 (105・ 106)が出土

しているので、18世紀前半にはこの盗掘が行なわれたとみられる。

東石室内は天丼まで泥土が溜っていたが、筆者が現場に不在の間に、手違いで現場作業員がこ

の天丼石の下の泥土を床面より15,Ocmの高さまで掻き出してしまっていた。入口の両側石の抜き

取り穴の間には板状の凝灰岩の一部が露呈していたが、これが床石の一部であるかどうかはわか

らない。全体が露出した南から2枚目の天丼石の大きさは1.7m四方、厚さ0.8mの 自然石であった。

厚みが減じる西端の下では、長さ30.Ocm、 厚み14.Ocmの板状の川原石を側石の上に置いて内法の高

さを整えている。床面の状態を確認するため10.Ocm四方を掘り込むと、床面直上1,0～ 2.Ocmの 間に

は赤色顔料が付着し、その上に2.Ocmほ どの微砂混じりの粘上が堆積し、それより上は上記の粘泥

であった。床石を洗うと暗褐色に沈着した鉄分の付着が確認された。おそらく榛原石を使用して

いるものと思われる。さらに入口から5cm間隔に奥行き2.9mま で鉄ピンにて床面高を探ると、T,P.

122.260～ 122.277mを 計測したので、床面はほぼ平坦であり、床石は完存していることが分かった。
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なお石室床面上に堆積した微砂混じりの粘土から長さ2.1lmll、 径1.691alll、 重量0.lg以下の管玉が1点

が出上した (図版23)。 黒みを帯びた赤色のガラス製で、縦縞がある。石室の奥行きはほぼ2.3mが

残る。入口での石室幅は0。 9m、 高さ0.8mの石棒【状であり、自然石の平坦面を内側にしている。

西石室は入口天丼石とおそらく2枚目の天丼石と思われる一部が露出していた。しかし東石室と

は異なり、上部に撹乱の痕跡はなく、入口正面に高さ1.3m、 幅1.2mの 自然石を立てて塞いだ閉塞

石が残っていた。右上隅を0。5m四方に割り取っているので、この部分から盗掘が行われたようで

ある。このように西石室は原形をよくとどめている。天丼石幅は約2.Om、 厚さ0。7mで、入口の高

さは2.Om、 左側石は幅0.6m、 高さ0,95m、 右側石は幅0,4m、 高さ1.2mで、閉塞石と両側石の隙間に

は長さ25,0～ 30.Ocm、 厚み10.0～20,Ocmの 川原礫を詰めている。また閉塞石の右下にも安定を図るた

めに同様の礫がいくつか詰められていた。石室は奥行き3.Om程度とみられ、幅、高さともに1.Om

程度で、東石室と同様の石移【状である。磁北と石室の主軸の北での振れは、東石室がN-6°―W、

西石室はN-4～ 5°一Wと推定され、両石室の中軸線は2.6～ 2,7mを隔ててほぼ平行している。
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第18図 第11調査区平面図
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第23図 第11調査区駕田古墳東西石室前方立面図

排水施設  石室前面では耕作土を除去すると直ちに暗渠の蓋石が露出し、排水溝の掘り方上

面が現れ、東西両石室の前面に南へ排水暗渠が延びていることが判明した。そしてこの暗渠の途

切れるところから南側は傾斜面となっている。東側石室から延びる暗渠は、延長約5.Omで、南端

より北へ2.Omの間には既に蓋石はなく、一部に堀方に据えた側石が残るのみであった。蓋石は長

辺25.0～ 50.Ocmの川原石を横長に置いているが、15個の石が原状をとどめていた。蓋石のない部分

では溝の内法は30,Ocm程度で、掘り方は50,0～ 70.Oclllである。深さは20cm程度である。

西側石室から廷びる暗渠は閉塞石下より南端まで約4.5m、 蓋石の残るところはなく、幅55,0～

80,Ocnの溝の掘り方内側に、35.0～ 60.Ocmの長手の川原石を縦長に置き連ねて側石としている。溝

の内法は20.Ocm程度、溝の深さは20cm程度である。いずれの暗渠も石室の主軸の延長線上に位置す

るが、東のそれは中ほどでやや西に振り、西のそれはやや東に振る傾向が認められる。

入り日天丼石

西石室入り日正面
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第24図 第9～ 11調査区出土土器

掘割  幅6.Om、 深さは約1.Om程度で、履初に述べたように墳丘の西と北の二方で画されている。

南側断面では掘割の底面に最初に崩落したブロック状の土塊 (第 100～ 138層)が深さ0.5～ 0,6m堆積

した後、基本的にはレンズ状に堆積を繰り返して徐々に埋没する過程が観察された (第69～ 99層 )。

このうち崩落土と思われる第123。 128層から土師器・須恵器片が出土した。
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第25図 第10調査区出土榛原石

出土遺物  本調査区の出土遺物のうち古墳に伴うものは東石室床面堆積土より出上した管玉

のみである。それ以外に掘割の埋没過程で混入した第123・ 128層出土の土師器 。須恵器の破片が

ある。このうち形態の判明したのは第123層 出上の土師器郭身 (104)、 堀割の北側底面より出上し

た須恵器小型壷 (96)、 り

'水

施設の検出された古墳前面の平坦面に堆積する床土出上の瓦器 (97・

99。 100)、 土師器壺または鍋の把手 (101)、 東側斜面の撹乱堆積土出土の瓦質羽釜 (102)、 そし

て墳頂部撹乱石溜りの磁器碗 (105。 106)な どがある。
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第12調査区 (第 26図 )

第1,8・ 9調査区の東はニツ釜池より下る谷筋となる。本調査区はその左岸にあたる。この部分

は圃場整備により削られ、コンクリートの擁壁が新設される計画であるため、南北方向に調査区

を設定した。耕土・床上下は砂もしくは砂質の上壌が堆積し、その下は地山の砂礫土となる。重

層する耕作上の堆積が観察されたのみで、遺構 。遺物は検出されなかった。
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第 3章 駕田古墳の石材の石種とその採石地

奈良県立橿原考古学研究所共同研究員 奥田 尚

石室や排水溝に使用されている石材の石種を裸限で観察した。石種の特徴・石材の採石推定地

及び石材の使用傾向について述べる。

A 石材の石種の特徴とその採石推定地

当古墳に使用されている石材の石種は石英斑岩・アプライト・ペグマタイト・細粒黒雲母花商

岩・粗粒花両閑緑岩・中粒花筒閑緑岩・角閃石黒雲母石英閃緑岩 。片麻状中粒アプライト・片麻

状粗粒アプライト質黒雲母花筒岩・片麻状中粒アプライト質黒雲母花尚岩である。

石英斑岩 :色 は淡茶色～灰白色で、粒形が角である。斑晶鉱物は石英・長石・黒雲母である。

石英は無色透明、粒径が2～ 611ull、 量が中である。長石は白色、粒径が2～ 6111n、 量が中である。黒

雲母は黒色、板状で、粒径が1～ 2111111、 量が僅かである。

このような岩相を示す石は岩脈として産する。当古墳の付近に分布する領家式花筒岩中にも岩

脈としてみられる。また、当古墳の南方を流れている平石川の川原石にもみられる。

アプライ ト:割石で、色は灰白色である。石英 。長石が噛み合っている。石英は無色透明、粒

径が1～ 21111n、 量が中である。長石は灰白色、粒径が1～ 211111、 量が非常に多い。

このような岩相を示す石はアプライト岩脈の岩相の一部に似ている。当古墳の付近に分布する

片麻状花筒岩類中に部分的にみられる。また、当古墳の南方を流れている平石川の川原石にもみ

られる。

ペグマタイト:色は灰白色で、粒形が角である。アプライトの鉱物粒が粗くなったものである。

脈状に粗粒をなして石英と長石が噛み合っている。

このような岩相を示す石はアプライト岩脈の粗粒部の岩相の一部に似ている。当古墳の付近に

分布する片麻状花筒岩類中に岩脈としてみられる。また、当古墳の南方を流れている平石川の川

原石にもみられる。

細粒黒雲母花南岩 :色は暗灰色で、粒形が亜円である。石英 。長石・黒雲母が噛み合っている。

石英は無色透明、粒径が0.5～ lllm、 量が中である。長石は灰白色、粒径が1～ 211ull、 量が多い。黒雲

母は黒色、板状で、粒径が0.5～ lmlll、 量が中である。

このような岩相を示す石は平石付近に分布する黒雲母花筒岩の岩相の一部に似ている。当古墳

の南方を流れている平石川の川原石にもみられる。

粗粒花筒閃緑岩 :色は灰白色、粒形が亜角である。石英・長石・黒雲母・角閑石が噛み合って

いる。石英は無色透明、粒径が2～ 41nlll、 量が中である。長石は灰白色、粒径が3～ 10Hull、 量が非常

に多い。黒雲母は黒色、板状で、粒径が2～ 811ull、 量が中である。角閃石は黒色、粒状で、粒径が
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―- 40 -一



2～ 311m、 量がごく僅かである。

このような岩相を示す石は岩橋山から白木谷にかけて分布する花筒閑緑岩の岩相の一部に似て

いる。当古墳の南方を流れている平石川でもみられる石である。

中粒花商閃緑岩 :色は灰白色、粒形が亜角である。石英 ,長石・黒雲母・閃緑岩が噛み合って

いる。石英は無色透明、粒径が1～ 311ullで、量が中である。長石は灰白色、粒径が2～ 6null、 量が非

常に多い。黒雲母は黒色、板状・粒状で、粒径が1～ 3剛、量が僅かである。角閃石は黒色、粒状

で、粒径が1～ 311111、 量が僅かである。

このような岩相を示す石は岩橋山から白木谷にかけての付近に分布する花南閃緑岩の岩相の一

部に似ている。当古墳の南方を流れている平石川でもみられる石である。

角閃石黒雲母石英閑緑岩 :色は灰白色で、粒形が亜角である。石英・長石・黒雲母・角閃石が

噛み合っている。石英は無色透明、粒径が2～ 611ull、 量がごく僅かである。長石は灰白色、粒径が

2～ 811ull、 量が非常に多い。黒雲母は黒色、粒状で、粒径が2～ 8111111、 量が中である。角閃石は黒色、

柱状で、粒径が4～ 8111111、 量が僅かである。

このような岩相を示す石は葛城山に分布する石英閃緑岩の岩相の一部に似ている。採石地とし

ては平石から南方に入る谷で採石された石と推定される。

片麻状中粒アプライト:色 は灰白色で、粒形が角である。顕著な片麻状を示す。石英 。長石が

噛み合っている。石英は淡赤茶色透明、粒径が2～ 811ull、 量が多い。長石は灰白色、粒径が2～ 611ull、

量が多い。

このような岩相を示す石は当古墳の北側に分布する片麻状黒雲母花尚岩の一部にみられるアプ

ライト質部の岩相に似ている。当古墳の北側の谷の石や平石川の川原石にみられる。

片麻状粗粒アプライト質黒雲母花筒岩 :色は灰白色で、片麻状が顕著である。片麻状の方向に

黒雲母が集中してレンズ状をなして延びている。レンズの厚さは2～ 511ullで ある。石英 。長石・黒

雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が2～ 611ull、 量が中である。長石は灰白色、粒径が

2～ 811ull、 量が非常に多い。黒雲母は黒色、板状で、粒径が0.511ull、 量が僅かである。

このような岩相を示す石は当古墳の北側に分布する片麻状黒雲母花尚岩の岩相の一部に似てい

る。当古墳の北側の谷の石や平石川の川原石にみられる。

片麻状中粒アプライト質黒雲母花商岩 :色は灰白色で、片麻状が顕著である。片麻状の方向に

黒雲母が集合してレンズ状をなして延びている。レンズの厚さは2～ 311ullで ある。石英・長石・黒

雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が1～ 5111111、 量が中である。長石は灰白色、粒径が

1～ 411un、 量が非常に多い。黒雲母は黒色、板状で、粒径が0.5～ lllm、 量が僅かである。

このような岩相を示す石は当古墳の北側に分布する片麻状黒雲母花筒岩の一部の岩相に似てい

る。当古墳の北側の谷の石や平石川の川原石にみられる。
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B 石材の使用傾向

2基の石室に使用されている石材の使用傾向について述べる。

西石室 :使用されている石材の石種は細粒黒雲母花筒岩・粗粒花尚閑緑岩・角閃石黒雲母石英

閃緑岩 。片麻状粗粒アプライト質黒雲母花筒岩である。石材の長径は50cm未満が10個、50cm以上

100cm未満が4個、100cm以上200cm未満が3個、200cmよ り少し長いのが1個である。長径がlm以上

ある石材は粗粒花筒閃緑岩・角閃石黒雲母石英閃緑岩・片麻状粗粒アプライト質黒雲母花筒岩で

ある。粗粒花筒閃緑岩は平石付近や南方の山地で、角閃石黒雲母石英閃緑岩は平石の南方の谷で、

片麻状粗粒アプライト質黒雲母花筒岩は当古墳の北側で採石されたと推定される。これに対して

石室や排水溝に使用されているlm未満の石は当古墳の北側の谷や南方の平石川で採取されたと推

定される。

東石室 :使用されている石材の石種は石英斑岩・アプライト・ペグマタイト・細粒黒雲母花筒

岩・中粒花商閃緑岩・粗粒花間閃緑岩・角閃石黒雲母石英閃緑岩 。片麻状中粒アプライト・片麻状

粗粒アプライト質黒雲母花筒岩・片麻状中粒アプライト質黒雲母花筒岩である。石材の長径は50clll

未満が31個、50cm以上100cm未満が5個、100以上200cm未満が2個、200clllよ り少し長いのが2個である。

長径がlm以上ある石材は中粒花前閃緑岩・片麻状中粒アプライト・片麻状粗粒アプライト質黒雲母

花商岩である。中粒花商閃緑岩は平石付近や南方の山地で、片麻状中粒アプライトや片麻状粗粒ア

プライト質黒雲母花聞岩は当古墳の北側で採石されたと推定される。これに対して石室や排水溝に

使用されているlm未満の石は当古墳の北側の谷や南方の平石川で採取されたと推定される石が多

く、平石付近まで行かなければ採石できない角閃石黒雲母石英閃緑岩のような石が僅かである。

観察される限りの石材から2基の石室の石材を比較してみれば、西石室は石材の採石が平石方面

にまで及んでいるが東石室では古墳周辺の石材を主として使用されているといえよう。

表 1 使用石材の石種と長径

西石室 東石室

<50 50≦ <100 100≦ <200 200≦ <50 50≦ <100 100≦ <20( 200≦

巨英斑岩 2

アプライト

ミゲマタイト 1

¶粒黒雲母花商岩 4
つ
と 2

和粒花聞閃緑岩 1

畳粒花闇閃緑岩 1

つ
と

勇閃石黒雲母石英閃緑岩

キ麻状中粒アプライト 1

キ麻状粗粒アプライト質黒雲母花高岩
つ
と

つ
と 1 1 1

片麻状中粒アプライト質黒雲母花商岩 1 1

計 10 4
，
０

つ
υ も
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第 4章 まとめ

本年度もいくつか注目すべき調査結果があった。特筆すべきものは、第11調査区で発見された

駕田古墳と第9調査区で検出された石組溝である。駕田古墳は1墳丘に2つの石室を構築するいわゆ

る双室墳であり、内部調査はできなかったが、シシヨツカ古墳の北東に接する尾根端を選んで築

かれ、両古墳の南北の主軸はほぼ平行する位置関係にある。古墳は東半部の損壊が著しく、墳丘

の東側はかなり削られていて、耕土・床土直下が墳丘盛土となる。東側石室の残存状態は悪いが、

南側の擁壁を外して得られた断面から墳丘の構築状況がよく観察されたことは大きい成果といえ

よう。西側石室は一部に盗掘らしき痕跡が認められたけれども、閉塞石が残り、残存状態は東側

に比べて良好であった。切石造りではないが、規模や形状などからみて主体部は横口式石榔の形

状をとる。古墳前面は平坦面となり、ここに石組み暗渠を築いて排水施設を整えている。平坦面

の南は傾斜面となる。一方、東側石室で一部確認したところでは平らに敷いた床石が残り、榛原

石を使用している点で、平石谷終末期古墳に通有の床石石材を採用しているようである。古墳の

時期をとやかく言える資料は得られなかったが、シシヨッカ古墳との位置関係、シシヨツカ古墳

と共有するかのような背後の山塊、南向き開口の石室、特徴的な石材の使用、これらの点からシ

シヨツカ古墳との関連がどうしても否定できない。

第9調査区の石組溝は、これまでの調査ではみられなかった非常に丁寧な造りの遺構であり、一

見、宮都の遺跡にみられるような印象を受ける。しかし溝底面に敷き詰められた石は割り石が多

く用いられ、必ずしも溝底を平坦にしようとしていたわけではなく、むしろ石の縦位を意識して

敷き詰め、その結果全体として殊更凹凸をつけている。現在でも水路改修などでは新設のコンク

リート溝の底面にわざわざ石を据えて凹凸をつけたものをみかけることがある。おそらく流速を

減じるための処理のひとつと考えられるが、この溝も同じような機能をもたせ、排水溝というよ

り積極的に水を引く施設として設けられたものではなかろうか。溝は北20mに控える山塊裾の緩

傾斜面に南北方向に設置されている。北端は調査区外の現在の府道敷きの下に及んでいる (註 )。

平成13年度第15ト レンチでは投棄された8世紀代の上器類に紛れて須恵質円筒管の破片が出土し

た。これは導水管と考えられるものであり、上記の石組溝の存在と併せて注目される。

第10調査区で中～近世の遺物とともに出土した10数点もの榛原石の出土は注意される。この調

査区も北東から南西にのびる尾根の端部の南面に位置しているが、肝心の北側は調査区外で民有

地、そしてその北に府道が東西に通っているから、本来の地形は推し量りがたい。しかし榛原石

が転落してきたのはその方面をおいてほかには求められない。榛原石は少なくともこの平石谷で

は終末期古墳以外に伴うはずのない石材であり、かりに第9調査区の石組溝に混入していたような

事例を考慮するにしても、既に述べたようにそれは二次的に紛れ込んだものか、再利用されたも

のにすぎない。また流土から出上した須恵器無蓋高郭郭部の破片 (91)も 気になる遺物である。
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このような状況からすれば本調査区の北側の尾根端を利用した同時期の古墳が存在した可能性は

非常に高い。シシヨッカ古墳や駕田古墳の立地する尾根と、それより東北東約370mのアカハゲ古

墳の立地する尾根とのほぼ中間に位置するこの地点もまた、古墳を築造する場に選ばれたといえ

るだろう。

その他出土遺物の点では、第3・ 5調査区で検出した不定形土坑に陶邑Ⅲ型式2段階とみられる須

恵器郭蓋が出土していることも、アカハゲ古墳南西90mの同じ尾根に位置する関係上注目されよう。

第9調査区の石組溝は8世紀前半とみられるこの時期の唯―の遺構であったが、その他はほとんど中

世以来の開墾によって削られた包含層の二次堆積層である。しかし8世紀を中心とする土師器・須

恵器は今回も量的にその他の時期の遺物をはるかに超える量である。それは付章の平成13年度のシ

シヨツカ古墳周辺のトレンチでの調査結果とも共通する。中世以前の開墾のはじまりがこの時期に

あるといえないだろうか。

その他量的には多いとはいえないが、縄文時代や弥生時代の石器類、弥生式土器、古式土師器

なども中世包含層から出土することは両年度を通じて変わらない平石谷の調査結果の特徴といえ

よう。古墳の立地する尾根の部分で古墳時代以前のこのような遺物が出土する傾向は、その当時

においても尾根が人間の生存活動に適した地形であった一面を表しているようである。古墳を除

去すればおそらく当時の遺構や遺物包含層の痕跡が認められるだろう。いずれにしても古墳時代

後期以前の平石谷の土地利用の歴史を語る資料と位置づけられよう。

以上のように、地表に立体的な表徴をはっきりととどめる古墳は、中世以降の棚田造成に代表さ

れる当地の開発の営みの中でも、それほど激しく改変されることはなかったが、廃絶後の結果と

して平面的にならざるを得なかったそれ以外の遺構は削平と盛土を繰り返す棚田の段状整形の過

程で、二次堆積層の中にかろうじてその存在の証を残したにすぎない。これも既往の調査結果と

共通する現象である。

註)この位置関係の参考となるのは地元の方からうかがった以下の話である。

「小学校の頃 (昭和30年代)、 現在の幸重機のコンクリートで囲まれたところはもっと下で、今自動販売機が置

かれているところには野ツボが見えていた。その付近の現在のカーブのところは急な坂で、地道であり、小学生

のとき大入車に弟を乗せて下ってきたが、支えきれず、弟を乗せたまま山沿いの側溝 (現在より3mも 低かった)

に落ちたことがある。その側溝は東から山の縁に沿って流れ下っていたが、この辺りで暗渠か何かになってそこ

から南に流れていた。その側溝の東のほうにはワンドがあり、そこでよく水を飲んだ。昭和初期に道路が拡張さ

れたが、幅員は今と同じくらいである。道路のアスファルト舗装は昭和38年 くらいだった。」

F河南町誌』に「大正三年、府費の補助を得て平石街道三百六十間を道中九尺 (も と六尺)に広げて大改修を

実施した。屈曲も大いに少なくなり、ほぼ現在の路線に道がついた。一大正十一年 (1922)道路法施行にあたり

平石街道は、富田林高田線の名をもって府道に加えられ府費によって改修せられる途が開けた。かくて昭和八年
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から大阪府の手で現在の大道路が施工せられたのである。」 (同書829頁 )と ある状況に続く情報である。この調査

区の北側に拡張した部分の北壁断面 (c断面)には石組溝の東寄りに中世耕土層上面から切り込む形の礫溝がかか

っている。ほぼ同じ位置に後世やはり溝をつけたことを示している。
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付章 平成13年度の調査の概要
―シシヨツカ古 調査区―

平成13年度の調査の概要については、先に刊行した 肋日納古墳群 。平石古墳群発掘調査概要・Ⅱ』

(2003年 3月 )に、シシヨツカ古墳の調査結果を中心に報告したが、その際、掲載しきれなかったそ

の他の調査区やトレンチ部について報告する。なお調査経過については、上述書の第2章第2節に述

べたので、それに譲りたい。

第2。 3調査区 (第 30・ 31・ 35図 )

第2調査区  現状は、府道竹内河南線に接するT,P.127.Omか ら118.Omに下る尾根に築かれた4か

ら5面の棚田である。先端は東西に分岐し、その西側に突出する部分で、棚田造成によって破壊さ

れた横穴式石室の残骸を検出した。舌状の尾根の先端のT,P,116.5～ 117.Om付近で検出した玄室部

分の掘り方である。東西4.0～ 5,Om、 南北6.Om、 深さは北側で0.5m、 南側で0。 1～0.2mの残存長を測

る。側壁・奥壁の石はすべて抜き取られていた。そのうち左側壁の2石、右側壁の2石、奥壁の3石

ほどの抜き取り穴が認められる。石室中軸線は磁北に対して北でN-21° 40′―Eで、南の平石谷開

口部を望む形で築かれている。平面形状からみて、左片袖の横穴式石室と思われる。石室周辺の

等高線の屈曲からみて、墳丘の径約10.Omで、その周囲に幅約2.Omの周滞が巡る円墳であったと考

えられる。その他の施設の痕跡はなく、出土遺物もない。軸方向からすると加納古墳群第5・ 6号

墳に近い。出土遺物は棚田造成により盛り上げられた中世耕土層より土師器皿、瓦器椀、須恵器

片 (125～ 127)が出上している。

南北 トレンチ  尾根の東側の谷部の状況を把握するために設定した2.0× 5.Omの トレンチであ

る。このトレンチでは尾根の東縁に沿うかのようにT.P,116.2～ 115.2mにかけて堆積する遺物包含

層を検出した。包含層からは古式上師器、須恵器の破片 (128～ 130)が出土した。北側の尾根か

ら流れ込んだ状況である。このトレンチの位置は上記の横穴式石室の痕跡が確認された東側に接

しているので、あるいはこの古墳に伴う遺物の一部が含まれている可能性もある。

第3調査区  現状は高さ1.5～ 2.Omの造成田が7段、T.P,127.4m付近からほぼ南に向かって、T.P.

115.6m付近に下る棚田である。主として中世以後の開墾により、南に下降する尾根の地山を削っ

て平坦面を造り、削った土を南側の低所に盛って平坦面を継ぎ足すという具合に、前方へ耕地の

面積を拡大していく過程が堆積状況からうかがわれた。つまり、棚田の高さは身の丈ほどを確保

して、また新たな棚段をその下方に造成するという過程である。ここではこのような造成の痕跡

以外に遺構 。遺物は検出されなかった。

第1ト レンチ (第 32図 )

加納古墳群の北西部で、現在の里道の東斜面上に南に延びる痩せ尾根の鞍部 (T,P.127.Om付近)

墳以外の

L
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第29図 平成13年度調査区位置図
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7号墳南北断面

7オ リーブ黄色 (5YG/8)粘 質土 (耕■)
8オ リーブ黄色 (5YO/3)消 質土 (耕■)
0にぶい黄色125Y6/31粘 賓土(鉄分沈着)
lo明 黄褐色 (25V6/6)粘 質土
H黒色 (loY2/1)粘質土 (炭混じり)
12灰オリープ色 (5YG/2)消 質土
13灰オリーブ色 (76Y5/2)粘 質土
14オ リーブ黄色 (5Y6/D絡 土 (耕■)
15灰色 (10Y5/1)砂 質主
16黄色 (5Y7/8)粘 土 (砂混じり)
17黄色 (SY3/6)砂 質土
18浅黄色 (5Y7/3)絶 土 (鉄分沈着)
19灰色 (5Y5/1)粘 質■ (耕土 )
20明黄据色 (10YR7/6)粘 質土 (床■)
21浅黄色 (5Y7/3)砂 質土 (地山)
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4暗緑灰色 (7 5CY4/1)砂 質士
5暗 オリープ色 (5Y4/4)砂 質土 (礫多く混じる)

1灰黄色 (25Y7/2)粕 質土 (耕■)

2明 黄褐色 (10YR7/6)粘 質上 (床■)

ュ押鸞 霧 習
Yi器
6燎竜鍵
4彫
謗 ζ『 嘉 とり)

5灰色 (10Y6/1)粘 質土 (耕土)

6明 黄掲色 (10YR7/6)粘 質土 (床土)

4鼈貯5桝
O盤
笙せ藤絶驚絲舟粘鮎瀧

8黒 色 (N15/)粘 質上
9黒色 (N15/)粘質■

10オ ワーブ黒色 (10Y3/1)砂 質■
H緑 灰色 (10CY5/D砂 質 土 南北トレンチ

第30図 第2調査区横穴式石室跡平面 。断面図
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TP+127000m

TP+125000m

TP十二23000m
124123 1,17

TP
+121000m

5m

1暗褐色 (7 5YR3/3)砂 質土
2褐色 (10YR4/4)砂質土
3褐色 (10YR4/4)砂質土
4褐色 (7 5YR4/3)砂 質土
5褐色 (10VR4/4)砂質土
6暗褐色(10YR3/4)砂質土
7褐色(7 5YR4/4)砂 質土
8褐色 (10YR4/4)砂質土
9にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質上
10暗褐色 (7 5YR3/4)砂 質土
11褐色 (10YR4/4)砂質土
12にぶい黄掲色 (10YR4/3)砂 質土
lSにぶい黄褐色 (10YR4/3)砂礫
14褐色 (10VR4/6)砂質土
15褐色 (10YR4/6)砂質土
16暗褐色 (10YR3/4)粘土
W暗褐色 (7 5YR3/3)粘 質土 (礫混じり)
18褐色(7 5YR4/3)粘 質土
19褐色 (10YR4/6)粘質土
20褐色(10YR4/6)砂質土
21褐色 (7 5YR4/4)粘 質土
22明褐色(7 5YR5/6)砂 質土 (礫混じり)
23にぶい黄褐色(10YR5/3)砂 質土

194

47掲色(10YR4/6)砂質土
48褐色 (7 5YR4/4)粘 質土 (礫混じり)
49褐色(7 5YR4/6)砂 質土
50褐色(7 5YR4/6)砂 質土 (礫混じり)
51褐色 (7 5YR4/4)粘 質土 (礫混じり)
52明褐色 (7 5YR5/6)砂 質土(O ScD大 の礫混じり)
53暗褐色 (10VR3/3)粘質土
54灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土
55暗褐色(10YR3/3)砂 質土
56灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土
57褐色 (10YR4/4)砂 質上
58明褐色 (7 5YR5/8)砂 質土
59明褐色 (7 5YR5/8)粘 質土
60褐色 (10YR4/4)粘 質土
61褐色 (7 5YR4/6)粘 質土
62褐色(7 5YR4/6)粘質土
63明褐色 (7 5YR5/8)砂 質土
64にぶい黄褐色(10YR4/3)砂 質土
65掲色 (10YR4/4)粘 質土
66褐色 (7 5YR4/6)砂 質土
67にぶい黄褐色 (10YR5/8)砂質土
68褐色 (10YR4/4)砂質土
69褐色 (10YR4/6)砂質土
70褐色 (10YR4/6)砂質上
71にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂礫
72黄褐色 (10YR5/6)砂質土
73灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土
74褐色 (7 5YR4/6)粘 質土 (鉄分沈着 )
75暗褐色 (7 5YR3/4)砂 質土 (鉄分沈着 )
76にぶい黄褐色 (loYR4/8)砂質土
77にぶい黄褐色 (10vR5/4)砂質土
78灰黄褐色 (10YR4/2)砂質上

24褐色(7 5YR4/4)砂 質土
2Sにぶい黄褐色(10YR5/4)砂 質土
26暗褐色 (10YR3/4)砂質土
27暗褐色 (10YR3/4)砂質上
28にぶい黄褐色 (10YR3/4)砂質土
29明赤褐色 (5YR5/6)粘質上
30にぶい黄褐色(10YR5/3)砂 質土
31褐色 (7 5YR4/6)砂 質土
32褐色 (10YR4/4)砂礫
33暗掲色 (10YR3/4)粘質土
34暗褐色(7 5YR3/4)砂 質土
35褐色 (10YR4/4)砂質土
86黄褐色 (10YR5/6)砂質土
37明褐色 (7 5YR5/6)砂 質土
38褐色 (7 5YR4/4)粘 質土 (05～ 1 0cm大 の礫混じり)
39褐色 (7 5YR4/4)粘 質土 (礫混じり)
40褐色 (7 5YR4/4)粘 質土
41暗褐色(7 5YR3/4)砂 質土
42褐色 (7 5YR4/3)砂 質土
43にぶい黄褐色 (loYR4/8)砂質土
44褐色(10YR4/4)粘 質土
45オリーブ褐色(25Y4/6)粘 質土
46明褐色(7 5YR5/6)砂 質土

79にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂 質土
80灰黄褐色 (10YR4/2)粘質土
81褐色 (7 5YR4/4)砂 質土
82暗褐色 (7 5YR3/4)砂 質土
33暗褐色 (10YR3/4)砂質土 (鉄分沈着 )
84褐色 (7 5YR4/4)砂 質土
85褐色 (7 5YR4/6)粘 質土
86褐色 (7 5YR4/6)砂 質土
87灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土
88暗褐色 (10YR3/3)砂質土
89褐色 (10YR4/4)砂礫
90暗褐色 (7 5YR3/4)砂 礫
91明褐色 (7 5YR5/8)砂 質土
92暗褐色 (7 5YR3/4)粘 質土
93褐色 (10YR4/4)砂質土
94褐色 (10YR4/4)砂質土
95褐色 (10YR4/4)砂質土
96暗掲色(10YR3/4)砂 質土
97掲色 (7 5YR4/6)砂 質土
98にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質土
99暗褐色 (10YR3/4)砂質土
100暗褐色 (10YR3/4)粘質土
101にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質上
102褐色 (10YR4/6)砂質土
103褐色 (10YR4/6)砂質土
104褐色 (10YR4/4)砂質上
105オリーブ褐色 (25Y4/3)砂 礫
106オリーブ褐色 (25Y4/8)砂 礫
107暗褐色 (10YR3/4)砂質上 (鉄分沈着 )
108暗褐色 (10YR3/4)砂質土 (礫混じり)
109暗褐色 (10YR3/4)粘質土
110褐色 (10YR4/6)粘質土 (鉄分沈着 )
Hl黒褐色 (10YR2/3)砂質土 (鉄分沈着 )
112褐色 (7 5YR4/4)粘 質土
118褐色 (7 5YR4/4)砂 質土 (礫混じり)

114褐色 (10YR4/6)砂質土
115褐色 (7 5YR4/4)砂 質土 (05～ 20c破大の礫混じり)
116黒褐色 (25Y3/2)粘 質上
117暗褐色 (10YR3/4)粘質土
118にがい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
119褐色 (7 5YR4/6)砂 質土
120暗オリーブ褐色 (26Y3/3)粘 質土
121褐色 (10YR4/6)砂質土
122褐色 (10YR4/4)粘質土
123掲色 (10YR4/6)砂質土
124褐色 (10YR4/4)粘質土
125褐色 (10YR4/4)砂質土
126褐色 (loYR4/6)砂質土
127にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
123にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
129暗褐色 (10YRe/3)砂質土
130暗褐色 (10γ R3/3)砂質土 (鉄分沈着 )
を31褐色 (7 5YR4/6)砂 質土
132オリープ褐色 (25Y4/4)砂質土
138褐色 (10YR4/4)砂質上
t34暗褐色 (10YR3/4)砂質土
135褐色 (10YR4/6)粘質土
136暗褐色 (10YR3/4)砂質土
187褐色 (10YR4/4)粘質土
138暗褐色 (10YR3/3)砂質土 (鉄分沈着 )
139暗褐色 (10YR3/3)砂質土
140暗褐色 (10YR3/4)砂質土
141暗褐色 (10YR3/3)砂質土 (鉄分沈着 )
〔42褐色 (10YR4/4)砂質土
143褐色 (10YR4/6)粘質土
144暗褐色 (10YR3/4)砂質土
145褐色 (10YR4/6)粘質土
146褐色 (10YR4/6)砂質土 (鉄分沈着 )
147褐色 (7 5YR4/4)粘 質土 (鉄分沈着 )
148暗褐色 (loYR3/4)砂質土 (鉄分沈着 )

149黒褐色 (25Y3/2)砂 礫 (鉄分沈着 )
150褐 色 (10YR4/6)砂質土
151暗褐色 (10YR3/4)粘質土
152褐 色 (10YR4/6)砂質土
153暗 褐色(7 5YR3/4)砂 質土 (礫混じり)
154暗 褐色 (10YR3/4)粘質土 (礫混じり)
155黄 褐色 (2 5YR5/4)砂 礫
156暗褐色 (10YR3/4)粘質土
157暗 褐色 (10YR3/4)砂質土
158褐 色 (10YR4/6)砂質土 (礫混じり)
159褐 色 (10YR4/6)砂質上
160褐 色 (10YR4/6)粘質土 (礫混じり)
161暗褐色 (10YR3/3)粘質土 (礫混じり)
162にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘質土 (鉄分沈着 )
163褐 色 (10YR4/4)粘質上 (鉄分沈着 )
164褐 色 (10YR4/4)粘質上
165黒 褐色 (7 5YR3/2)砂 質土 (鉄分沈着 )
166褐 色 (10YR4/6)砂質土
167暗 褐色 (10YR3/3)砂質土
168にぶい黄褐色 (10YR4/8)砂質土
169灰 黄褐色 (10YR4/2)砂質土
170黒掲色 (10YR3/1)砂質土 (鉄分沈着 )
171灰 黄褐色 (10YR4/2)粘質土
172褐 色 (10YR4/6)砂質土
173にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質土
174褐 色 (10YR4/4)砂質土
175褐 色 (10YR4/4)砂質土
176にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質上
177にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘質土
178褐 色 (10YR4/4)砂質土
179褐 色 (10YR4/4)砂質上
180にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
181褐 色 (10YR4/4)砂質土
182褐 色 (10YR4/6)砂質土
183褐 色 (10YR4/6)粘質土
184暗 褐色 (10YR3/4)粘質土
185褐 色 (10YR4/6)砂質土
186暗褐色(10YR3/4)粘 質土
187黄 褐色 (10YR5/6)粘質土 (換混じり)
188褐 色(7 5YR4/6)砂 質土
189にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質土
190暗 褐色 (10YR3/3)砂質土

191にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
192明 褐色(7 5YR5/6)粘 質土
193褐 色 (10YR4/4)砂質土
194にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質上
195褐 色 (10YR4/4)砂質土
196暗オリーブ褐色 (26Y3/3)砂 質土 (鉄分沈着 )
197灰 黄褐色 (10YR4/2)砂質土
198黄 褐色 (25Y5/3)砂 質土
199オリープ褐色 (25Y4/4)砂 質上 (礫混じり)
200暗褐色 (10YR3/4)砂質土 (礫混じり)
201に ぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質土
202明 褐色(7 5YR5/6)砂 質土
203に ぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質土 (礫混じり)
204褐色 (10YR4/4)粘質土
205褐色 (10YR4/6)粘質土
206暗褐色 (10YR3/3)砂質土(礫混じり)
207暗褐色 (10YR3/3)砂質土
208黄褐色 (10YR5/8)砂質上 (礫混じり)
209黄褐色 (10YR5/8)砂質土 (礫混じり)
210に ぶい黄褐色 (10YR4/8)砂質土
211褐色 (7 6YR4/6)砂 質土
212黄褐色 (10YR5/6)砂質土
213黄褐色 (10YR5/6)砂質上
214褐色 (10YR4/6)砂質土
215褐色 (10YR4/4)砂質上
216褐色 (10YR4/4)砂質土
217褐色 (10YR4/6)粘質土 (鉄分沈着 )
218掲色 (7 5YR4/4)砂 質土
219褐色 (10YR4/6)砂質土
220褐色 (10YR4/6)粘質土
221黄褐色 (10YR5/6)砂質土
222暗褐色 (10YR3/4)砂質土
223暗灰黄色 (25Y4/2)粘 質土
224に ぶい黄褐色 (10YR5/3)砂質土
225暗灰黄色 (25Y4/2)砂 質土
226褐色 (10YR4/4)砂 質土
227暗褐色 (10YR3/4)砂質土 (鉄分沈着 )
228黄褐色 (10YR5/6)粘質土
229褐色 (10YR4/6)砂 質土 (鉄分沈着 )
230褐色 (7 5YR4/6)粘 質土
231黄褐色 (10YR5/6)砂質土 (鉄分沈着)
232暗褐色 (10YR3/3)継 質上
233褐色 (10YR4/4)粘 質土
234褐色 (10YR4/6)粘 質土
235褐色 (10YR4/6)粘 質土
236褐色 (10YR4/4)粘 質土 (鉄分沈着 )
237褐色 (10YR4/4)砂質土
238褐色 (10YR4/6)粘質土 (礫混じり)
239黄褐色 (10YR5/8)粘質土
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fP+125000m

TP+124Ю00m

「 P+125000m

rP+12301111m

TP+121000m

rP+119o∞画

TP+11名∞Om

rP+116000m

TP+115000m

rP+114000m

rP■ 1130∞m

S

rP+1140CXlm

TP+113000m

1黄灰色 (25Y5/1)粘 質上
2褐色 (10YR4/6)粘 質土 (砂混じり)
3褐色 (10YR4/6)粘 質上
4明褐色 (7 5YR5/6)粘 質土
S黄褐色 (25Y5/4)粘 質土
6にぶい武棚色 (10YR5/4)砂 質土

`簑

名ぎ務監兆Ⅲ羅善正報移盪し,拌0
9明褐色 (7 5YR5/8)粘 質土(砂混じり・地山)

トレンチ北壁

E
TP+113500m

TP+112 5Clllm

第 2-1ト レンチ西盛

1褐灰色 (10YR4/1)粘 質土
2第 1層 と褐色

“

5YR4/0粘質土の混在
3褐色 (10YR4/6)粘 質土
4にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 質土
5オ リープ褐色 (25Y4/4)粘 質土
6黄褐色 (25Y5/3)粘 質土
7にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 質土
8灰黄褐色 (10YP4/2)粘質土
9黄灰色 (25Y5/1)粘 質土 (砂混じり)
10灰色 (75Y4/1)粘 質土

第 3ト レンチ北壁

1暗褐色 (7 5YR3/0土 (表■ )
2オ リープ灰色 (2 5CY6/1)土 (盛土 )
3オ リープ褐色 (25Y4/3)粘 質土 (砂混 じり・粘性弱 )
4暗灰黄色 (25Y4/2)砂 質土
5にぶい黄褐色 (10YR5/3)土 (耕土 )
6オ リープ褐色 (25Y4/3)土 (耕土 )
7黄褐色 (10YR5/8)粘 質上 (砂混 じり)
8褐色 (10YR4/4)土 (鉄分沈着 )
9黄褐色 (25Y5/3)砂 礫土
10暗褐色 (10YR3/4)土
11に ぶい黄褐色 (10Y14/3)砂 礫土

12黒褐色 (25Y3/2)粘 質土
13褐色 (10YR4/4)上
14黄褐色 (10YR5/6)(地 山)

1オ リープ黒色 (5Y3/2)粘質
2コ ンクリート
3灰 オリープ色 (5Y4/2)砂 礫土
4撹乱土
5オ リープ褐色 (25Y4/3)粘 質土 (砂混 じり)
6黄褐色 (10YF5/6)粘 質土 (秒礫混 じりX床土 )
7褐色 (7 5YR4/6)粘 質土 (05～ lcmの礫多く混じる)(旧耕土)
8黄灰色 (2 5YS/1)粘 質土 (旧床土)
9暗灰黄色 (25Y4/2)粘 質土
10灰オリープ色 (5Y5/2)砂 礫土
11黄灰色 (25Y5/1)粘 質砂礫土
12明褐色 (75Y記 5/6)砂礫土
13灰オリープ色 (5Y5/31砂 質土
14黄褐色 (10Y,5/6)砂 質上 (粘性あり)
15黄掲色 (25Y5/4)秒 質土 (粘性あり)
16灰オリープ色 (5Y4/2)粘 質土 (砂礫混じり)
17灰色 (5Y4/1)砂 礫土
18オ リープ黒色 (5Y3/1)砂 礫土

19灰オリープ色 (75Y4/2)お 質土 (砂混じり)
20灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 礫土 (粘性あり'鉄分沈着顕著)
21灰色 (75Y4/1)砂礫土 (粘性あり)
22灰色 (75Y5/1)砂礫土
23オ リープ灰色 (10Y5/2)砂 礫土
24灰色 (5Y4/1)砂礫土 (やや粘性あり)

5m
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第 4ト レンチ】ヒ壁

1にぶい黄褐色 (10YRS/4)砂質土 (粘性あり)
2黄灰色 (25Y4/1)砂 質土
3暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土 (やや粘性あり・鉄分沈着 )
4灰オリーブ色(5Y6/2)粘 質土 (鉄分沈着 )
5灰色 (10Y4/1)粘 質土 (鉄分沈着)
6オリーブ灰色 (5GY5/1)粘質土 (鉄分沈着顕著 )
7灰色 (10Y5/1)砂 質土 (鉄分沈着)
8暗灰黄色 (25Y5/2)粘 質土 (砂混じり。鉄分沈着 )
9暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土 (やや粘性あり・鉄分沈着 )
IO灰色 (75Y4/1)粘 質土
11灰オリーブ色 (5Y5/2)粘 質土 (砂混じり鉄分沈着 )
12灰オリーブ色 (5Y5/2)粘 質土 (砂混じり,鉄分沈着 )

1にぶい黄色 (25Y6/4)粘 質土 (砂混じり,盛土 )
2暗緑灰色 (10CY4/1)粘質土
3暗緑灰色 (10GY4/1)粘質土 (埋土)
4暗緑灰色 (10CY4/1)砂質土 (上面褐色(25Y4/6)砂 質土混じり。粘性あり)
5暗灰色 (N3/)砂質土
6オリーブ黒色(IOY3/2)砂 質土 (埋土)
7オリーブ黒色(10Y3/2)砂 質土
8灰色 (5Y4/1)砂 質上
9黄褐色 (25Y5/3)粘 質土 (砂混じり,盛上 )
10緑灰色 (5G2/1)砂 質土と暗褐色 (10YR3/3)砂質上の混在 (粘性あり)
11灰色 (10Y4/11砂 質土と褐色 (10YR4/6)砂 質上の混在 (やや粘性あり)
と2灰色 (75Y5/1)粘 質土と褐色 (10YR4/6)粘質上の混在

18明褐色 (7 5YR5/6)砂 (鉄分沈着 )
14オツーブ黒色 (10Y3/1)砂 質土 (粘性あり)
15灰色 (5Y4/1)砂 質土
16オリーブ黒色 (5Y3/1)粘 質上
17緑灰色 (5C5/1)粘 土
18灰色 (75Y4/1)粘 質土 (砂礫多く混じる)
19灰オリーブ色 (5Y6/2)粘 質土
20灰色 (10Y6/1)砂 (地山 )

身 線 聴 騨 拿経誓専督豊}士簾腸
助・地ω

24オリーブ灰色 (5GY5/1)粘土 (地山 )

19灰色 (75Y4/1)砂 質土
14灰色 (10Y4/1)砂 質土と褐色 (10YR4/6)砂 質上の混在 (やや粘性あり)
15緑黒色(5C2/1)粘 質土
16暗緑灰色 (5C3/1)砂 質土
17暗オリーブ灰色 (5GY4/1)粘 質土
18黒色 (N2/)粘 質土
19緑灰色 (10CY5/1)粘質上
20暗緑灰色 (5G4/1)粘 質土
21オリーブ色 (10Y3/1)粘 土
22灰色 (10Y4/1)砂 質上
23オリープ黒色 (5GY2/1)粘 土 (砂混じり)

トレンチ南壁

レンチ断面図
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に設定した3.5× 11.Omの トレンチである。耕土を除去すると流土となった旧地山層が堆積する。深

さ0,7～ 0。8mで砂礫を含む締まった黄色の地山面に達した。遺物包含層・遺構は検出されなかった。

第2ト レンチ (第 32図 )

第1ト レンチと同様、その東35,Omの T.P.124.7mか ら途中里道を南北に横断する形で設定して、

T.P,114.Omま で下る延長55.Om、 幅5.Omの一連のトレンチである。里道より北のT,P,120.Omまで棚

田造成を反映する盛上が観察され、それらが耕土化した様子がうかがわれる。その耕上の一部か

ら瓦器椀の細片が出上しているので、中世以来の開墾と考えられる。里道より南はT,P,■ 4.5～115.5m

にかけてやはり削られた地山土を含む盛土状況が観察される。さらに南下して再度里道を横断す

る付近では、尾根の基盤層となる地山面がT,P,113.3～ 113,4mと ほぼ一定し、その地山面が南西の

加納古墳群1号墳へと続く丘陵へと延びる。このトレンチでは遺構は検出されなかった。

第3ト レンチ (第 32図 )

第2ト レンチ東10.Omの ToP,113.4mの 田に設定した3.0× 10.Omの 東西 トレンチである。ここは第1

ブロックと第2ブロックを分ける旧谷地形の中に位置する。耕土以下の上質は水分を含む粘質上が

主体である。遺物・遺構は検出されなかった。

第4ト レンチ (第 33・ 35'48図 )

第1調査区東のT,P。 111.7～ 111.9mの 旧谷地形を横断する形で設定した東西 トレンチである。厚さ

0.4mの耕土 。床上下に谷地に堆積した粘質土がある。耕土以下に灰色系の旧耕土の粘質土層が堆

積し、ToP,111.Omで地山の砂質土に達する。これら一連の旧耕上の粘質土 (16層 )よ り須恵器・瓦

器碗 (131)、 サヌカイト剥片 (435)が出上している。

第4ト レンチ拡張部 (第 34・ 35図 )

第4ト レンチ東端の第23層 で加工した板材の破片が出土した。その破片は遺構に伴うものか、

単に遊離して土層に紛れたものか、そのことを確認するため、 トレンチの東端に新たに設定した

10,0× 10,Omの 調査区である。

耕土・床土以下で埋没した南北方向の旧谷地形を検出した。上面は北でToP,110.8～ 111.Om、 南

ではT,P。 110,9～111,Omを測る傾斜面となる。埋没後はこの地区で一般的にみられる棚田造成と同

じく、北を削平して南との落差を除き、平坦な耕作面を築くものである。谷底は北でT,P,110.Om、

南ではT.P,109.5mを測る。長さ1.5～ 2.Omの大石や0.1～ 0.5mの転石が谷底に散在し、現在の平石谷

の川底を思わせるような状況である。北東に砂、南西に粘土を中心に堆積し、かつて流水があっ

たと考えられ、粘土上面からは中世土器、底面近くに堆積した砂からは古式上師器、須恵器など

の破片が出土する。 トレンチ南壁ではT.P.109,7mか ら110.3mに かけて堆積する粘土層 (32・ 33層 )

で、一部に加工痕あるアカマツの半割丸太が南北方向にかかった。よってさらに南に1,1～ 1.4m拡

張したところ、長さ2.8m、 厚さ0.5mの材と判明した。この粘土層は谷の底面に激しい流水の痕跡

を示す砂の上に位置していた。丸太は山手からの土砂により流され、この地点にとどまって以後、
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滞水状態の中で埋没していったようである。

北向きのアカマツの樹幹の節の部分の厚みは薄く、南端が厚く、自然木が何らのかの状況で裂

けたように折れたものであり、一定の大きさに切って材を得たものではない。その縦の裂けた面

を削って半裁状にし、さらにその中央に槽状に到り込みを入れている。到り込みは幅3.0～ 5,Oclllの

刃の痕跡をとどめる部分がある。割り込みの凹部には削り屑が多量に残っていた。到り込み部分

は幅34.0～ 47.Ocm、 長さ18.Ocmに わたり、深さは18,0～ 20,Ocmに及んでいる。南端は折れたような断

面を呈し、到り込みはその端部では浅くなる。いずれにしても何らかの槽状のものを得るに至る

途中放置された状態である。それ以外に大石周辺では長さ1.8m、 幅5.0～ 9.Oclll、 厚み1,0～ 1.5cmの板

材の破片が散在していた。山裾の谷間で切り出した材木の荒加工を行っていたのかも知れない。

その時期は堆積層からの出土遺物によって中世までと考えられる。

塑 重 三 上 ど く こ 138

t・ hH〔
130

第2調査区 南北トレンチ

第4トレンテ
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出土遺物としては、半割丸太の出上した第32層、その下の第35層 と41層から旧谷地形が埋没し

ていく時間的経過を反映する土器が出土している。植物遺体を含む粘上の第32層からは、土師

器・須恵器・瓦器など7世紀から13世紀に至る遺物が、砂利を含む粘上の第35層からは7世紀から

中世の土師器・須恵器が、細砂の第41層からは8世紀の上師器が出土している (136～ 147)。 この

ことから8世紀にはまだ流水状態であったが、中世になると谷底に徐々に粘泥が堆積し始め、第32

層の粘土堆積後は湿地状態となったらしい。なお、北壁近くの大石に接してウマの肩脚骨片が出

上している。

第5ト レンチ (第33図 )

第4ト レンチ束18.Omに 設定した3.0× 40.Omの東西 トレンチである。厚さ0.4～0.6mの盛土の下に

耕土があり、その耕土の下には床土を介して西より11.0～ 14.Omの ところで、北西から南東方向に

かけてトレンチを横断する暗渠が検出された。方向はN-42° 20′一Eで、幅0.5m、 深さ0.3～ 0.4mで、

10.0～ 20.Oclllの礫を敷き詰めている。この地点は第2ブロックと第3ブロックを隔てる小規模な旧

谷地形に当たっている。したがって耕土以下は水分を多量に含んだ強い粘性のある土質である。

第41層から土師器小皿が出上している。上記の暗渠のほかに遺構は検出されなかった。

第9ト レンチ (第 36・ 37図 )

第5ト レンチの東、シシヨツカ古墳の前面テラス南側の標高115,3～ 115.5mの2枚の田に設定した

トレンチである。シシヨツカ古墳の南北方向の第6ト レンチの最南端と接する。現状の厚さ20,0～

30.Ocmの耕上を除去すると、古墳前面テラス裾近くで直ちに暗灰色の粘質上が不定形に拡がる様

相を見せたので、その拡がりを掴むため、約400どを拡張した。その結果、2.0× 3.Omの不整円形に

拡がる落ち込みと2.0～4.Om幅の溝状に南東方向へ延びる落ち込みが確認された。これらの落ち込

みの埋上には須恵器・土師器が多量に含まれている。

出土土器の内容は、シシヨツカ古墳前面テラス先端 (第 6ト レンチ南端)から続く一連の撹乱盛

土出上の上器と似た状況であり、おそらく一連のものと思われる。しかしテラス裾部直下よりや

や離れた南側平坦面で検出された遺物のほうは、本来第9ト レンチの位置に掘り込まれた土坑や溝

から出土した遺物である。いずれにしてもこれらの遺物はシシヨツカ古墳の前面に存在したと考

えられる何らかの遺構との関連が強い。なお、本地点は圃場整備事業の盛上部分に当たっている

ため、損壊を免れるところであるので、遺構の発掘は検出にとどめ、埋め戻した。

第10ト レンチ (第 39。 48図 )

シシヨツカ古墳の東の里道を挟んだT.P.126.5mの 田に設定した3.0× 30,Omの東西 トレンチである。

里道から東4.Omは現在のコンクリート舗装にする際の工事によって撹乱され、深さ0。6mで地山層

に及んでいる。0。 3～ 0,4mの現耕土・床上の下は地山面であり、南では若干低くなり、そのレベル

差を解消して平坦面とするために嵩上げされた旧耕上のブロックを含む整地土 (南壁断面図第5。

6'8。 9層 )がこの地山面上にある。地山面では2.0～ 3.Om、 深さ0.3～0.4mの落ち込みがいくつか
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第36図 第9ト レンチ平面図

見られ、土師器細片を含む部分もあった。北壁断面に示した第12層からサヌカイト製削器 (436)

が出土している。

第11ト レンチ (第40図 )

第10ト レンチ南の標高119。2mの田に設定した3.0× 36.Omの東西 トレンチである。西端から東0.3

mま ではやはり里道の工事によって現地表面から深さ0.9mま で撹乱されている。厚さ0.4mの 耕

土・床上を除くと、暗い褐色の粘質土 (第 3・ 4。 16層 )が現れ、これを除くと西側で0.6～ 0.8m、

深さ0.2mの ピットが2箇所に認められ (第 7・ 8層 )、 炭粒 。土師器細片が含まれていた。これらの

ピットは第5層上面より掘り込まれているが、この層自体も地山とは認めがたく、その下位にある

砂質土 (第 6層)が地山と思われる。

第12・ 22ト レンチ (第 38・ 39図 )

第11ト レンチ南、第9ト レンチの東の標高116.Omの一枚田に設定したトレンチである。厚さ0.2～

0。4mの耕上の下には0,4mの盛土があり、その下に部分的に包含層を残す箇所があり、土師器 。須

恵器など遺物の出土を見た。またピットと思われる斑状の落ち込みを認めたので、 トレンチを北

側へ拡張し、この一枚田をほぼカバーする315,0∬ の範囲で遺構の分布を精査することとした。こ

の拡張部を新たに第22ト レンチと呼称したが、ここでは両 トレンチを一括して説明する。
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第37図 第9ト レンチ出土土器
拡張し、耕土・床上を取り除いた結果、北側では耕土下は黄色砂礫の地山で、南の盛土は北側

を削平した上を南の低所の嵩上げに使用し水平な耕作面を造成したことが分かった。地山面は南

側でT.P.115.4m、 北側でT,P,115,7mと 南に緩やかに傾斜するが、南半分を中心にピット、土坑、溝

などが集中して検出された。遺構検出の過程で土師器・須恵器・瓦器などが耕土や撹乱土からコ

ンテナ2箱程度採取された。破片の残存状態から見てこれらの遺物の大半は、検出された遺構から

遊離したものとみられる。

遺構は時期の異なるものが重複している状況である。まず、 トレンチ南辺に沿って方形の柱穴

の堀方をもつ建物 (2間 ×3間以上、1辺0.5～ 0,7m、 東西柱間1.9～ 2.3m、 柱間2.15～ 2.16m)お よび

これに関連すると思われる同規模の柱穴が注意される。これ以外に径0.4～ 0.5m円形ピットもあり、

別の建物があったかも知れない。これらの建物位置からやや北に離れて2.0～ 3.OXl.5～2.Om不定形

な土坑がある。そしてこの土坑とさきほどの建物との間に掘り込まれた幅0,4～ 0.6mの溝で囲まれ

た一辺4.0～ 5.Om方形区画がある。

方形建物の東西辺は磁北に対してN-94°―E振れている。区画溝もほぼ同じ方向である。円形ピ

ットの建物の規模は分からない。これらの遺構の後に掘り込まれるのが、土坑群であり、またト

レンチ南辺沿いの東西鋤溝群である。北側にも南側の鋤溝と方向を異にする鋤溝がある。これら

の遺構のうち最も注意される方形の柱穴堀方をもつ建物は、出土遺物からみて8世紀代と考えられ

る。とすれば第9ト レンチで検出された溝状落ち込みや不定形土坑と同時期ということになる。な

お、これらの遺構は国場整備の際には盛上部分にあたり、損なわれることはないため検出面で調

査を終え、埋め戻した。
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第13ト レンチ (第40・ 41図 )

第12ト レンチ南のT,P,114.9m田に設定した3.O X 15,Om東西 トレンチである。厚さ0.2～ 0,3m耕土・

床土を外すと砂質上の地山層となる。 トレンチ西端から2.5mの間はこの地山面上に粘質土・砂質

土の堆積がみられる (第3'4層 )。 これらの上層から須恵器片が出土している。遺構の疑いあるも

のはこれらの上層の上面から掘り込まれた第6層を埋土とする不定形な落ち込みであるが、出土遺

物はなかった。出土した須恵器 (227～229)は8世紀代を中心とするものであり、北側の第12'22

トレンチの調査結果と似ている。

第14ト レンチ (第 40。 41図 )

第13ト レンチの東北に接し、第3ブロックの東を限る谷地形の左岸斜面に当たるT.P.114.9m棚 田に

設定した3.OX 41.Om西 トレンチである。0。3～0.5mの上 。耕土・床土などを除くと、西でT,P,114.4m、

東T.P.114.8mか ら落ち込む旧谷地形の埋没跡が検出された。砂層に礫や植物遺体を含む流水堆積を

示し (第 13・ 14。 20～ 22・ 24・ 26・ 33～ 40・ 45。 46・ 49～77層 )、 下層では10,0～ 40,Ocm大の川原石

の流れ込みもみられる。谷の幅は25,Omで、深さは1.3～ 1.5mま で掘り下げたが、遺物は深さ0。8m以

下ではまったく出上しない。すなわち、遺物は第22層以下第50層にわたって集中的に出土し、同時

にこれらの上層の堆積後、この谷地形がほぼ埋没し、その後はそれまでの砂層とは異なり、粘質土

が溜まって西側の平坦な耕作面が形成されていく。

出土遺物の大半は8世紀代の上師器・須恵器であるが、これにわずかながら近世遺物が混在する。

以上のような状況から判断すると、近世の開墾に際して遺構や遺物包含層は大規模に削り去られ

たと考えられるが、いずれにしてもこれらの遺物は第12・ 22ト レンチで検出された遺構に伴うも

のであろう。

第15ト レンチ (第 40・ 42～45図 )

第14ト レンチの南の一段低いT.P.113.6mの田に設定した3.0× 45.Omの 東西 トレンチである。厚さ

0.2～0,4mの耕土・床上の下ではトレンチ西端から14,Om東で第14ト レンチで検出された谷の西肩

が認められる。東端は西に向かって4.Om間が後世の撹乱があるので、東肩は検出されない。おそ

らく東は現在の谷地形の中に収束されてしまうのであろう。この流水堆積層の深さは1.3～ 1.5mを

測り、底面には径2.3m、 高さ0.8mも立ち上がる大石が露呈するところや、0.2～ 0.5mの転石が散在

する。谷が埋没し終える頃、砂質上が水平に堆積して現在の棚田の基盤を整えるが、それ以前は

砂・砂礫の堆積の繰り返しである。遺物は、床上下の第4・ 5層の粘質土と、それ以下の砂・砂質

土である第9～ 15。 17層、地山の礫を多く含む砂質土の底面まで全体にわたって出土する。その数

量はコンテナにして約5箱である。第13・ 14ト レンチと同様、第12・ 22ト レンチの遺構に関係する

遺物と思われる。ここではこれらの遺物とともに中世の上師器皿なども出上している。周辺一帯

が中世に棚田造成された際に、建物の存在する第12・ 22ト レンチの高所から投棄された可能性が

高い。
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第41図 第13・ 14ト レンチ出土土器

第16ト レンチ (第40'46図 )

第15ト レンチの西端に続けてT,P,113.5mの田に設定した3.0× 10.Omの トレンチである。厚さ0.3m

の耕土・床上を除いて厚さ0。 2～ 0。4mの遺物包含層が確認された。わずかながら土師器・須恵器の

破片を含んでいる。この包含層の下に長さ1,4mに わたって砂質土を埋土とする落ち込みが検出さ

れたが、これには出土遺物はない。出土遺物や包含層の堆積状況から見て第13ト レンチと同様、

第12・ 22ト レンチで検出された遺構に関連する遺物の散布範囲に入ると思われ、その西の端にあ

たるので量的には希薄になるのだろう。

第17ト レンチ (第40図 )

第3ブロックの東の谷地の斜面のT,P。 120.2～ 120,4mの棚田に、北東～南西方向に設定した3,0×

30.Omの トレンチである。厚さ0。2～ 0.5mの表土・耕土・床上の下は西側約4m間では深さ0。 1～0.4m

で砂礫の地山が確認されるが、これより東は急激に傾斜する。代わってその地山と耕土までの間

には暗い黄色の砂質土が堆積する。出土遺物や遺構は認められない。

第18ト レンチ (第40図 )

第17ト レンチの南の棚田に設定したトレンチで、第18-Aト レンチと第18-Bト レンチの方向を若

干異にする2箇所のトレンチである。

庁
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第42図 第15ト レンチ出土土器 (1)
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第44図 第15ト レンチ出土土器 (3)
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第18-Aト レンチはT,P,118.4～ 118,7mに ほぼ南北に2.0× 40.Omを設定した。南より23m付近では

T,P。 19。lmの一段高い棚田となる。厚さ0。 3～ 0.6mの耕土・床上の重層が認められ、浅いところでは

その下に、深いところではさらに0.5mで砂礫の地山に達する。その上に堆積するのはすべて砂もし

くは砂質土である。耕上には土師器細片がわずか混入する。第18-Bト レンチは第18-Aト レンチの

北端から北東へ、第17ト レンチの南側に設定した2.0× 28mの トレンチである。標高は119.0～119.lm

である。耕土直下に流水堆積に見られる粗い砂混じりの粘質土が見られた。遺物・遺構は検出され

ない。

第19ト レンチ (第40・ 46図 )

第18-Aト レンチ東の一段低い棚田に2箇所に分割して設定した。第19-Aト レンチは延長10.Om、

現地盤T,P。 116,Omで、厚さ0.2～ 0.6mの表土・耕土・床土を剥ぐと、層厚0。 2～ 0.4mの暗い黄色の粘

質土 (表面が床土化した旧耕土)を経て、南でT,P.115。4m、 北でT.P。 115,4mで地山の砂質上に達す

る。遺物・遺構は検出されない。第19-Bト レンチは延長23.Om、 現地盤T.P。は117.5mで、厚さ0。 2～

0.3mの表土・耕土 。床土の下は、南で約0,6m、 北で約0.3mで地山の礫を含む砂質上になる。繰り

返された流水による砂質土の堆積状況が認められる。この砂質土 (第 5～ 13層 )よ り瓦器碗 (424)

が出上している。

第20ト レンチ (第46・ 47図 )

シシヨツカ古墳北東の、里道を挟んで北から南に張り出す小さい尾根の頂上に設定した3.0× 20.0

mの東西 トレンチである。現地盤高はT,P,125.5mで、それより下0。4mは現耕土、その下にはかつて

現耕土面を得るために嵩上げしたことを示す厚さ0.4～0.6mの盛上が存在する。旧耕土と床土の混

在するブロックが西から東へ順次積み上げられ、最後はトレンチ西端より約12.Om付近から東にか

けて一気に盛りあげられている。この盛土の下ではT.P.124.4～ 124.6mにかけて旧耕土が水平に堆

積する。これがこの地点で最初に耕地として利用されたときの上壌だろう。その下にはさらに厚

さ0。 1～ 0。3mの上の耕土に対する床土が形成されている。西側ではこの床上の下に石・砂を含む褐

色の地山層が露呈する。しかし東へ8,Om付近からこの地山面が東に徐々に傾斜面をなし、14.5m付

近では急激に落ち込み、15,0～ 16.Omでは標高はT,P,122.lmを 測る。実に2.Omの 落差である。しか

しこの落ち込みの肩はそれより東で再び立ち上がり、単純に東の谷地に落ち込む状況ではない。

422  と受 423

4%

第20トレンチ

19～ 21ト レンチ出土土器
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要するに上幅6.Om程の落ち込みが、その底面でさらに幅3.6mに深くなる溝状となっている。この

落ち込みは最終的に炭を若干混入する灰色粘質土 (第 37層 )に よって埋まるが、それ以前にも7層

ほどに分層できる堆積上が認められ、その内T,P。 122.9～ 123.3mの 2層の砂質土 (第 38・ 39層 )はか

つて流水があった形跡を反映している。その流水以前には逆に滞水の形跡を示すような粘土層が

底面より4層 にわたって堆積している。この粘土層の上層 (第 41・ 42層 )では8世紀代の須恵器片

(425)が出土した。

このトレンチの位置する尾根の東は北の「竜ヶ池」から下る谷地形の開口部の西斜面に接し、仮

にその方面から大規模な出水があったにしてもその谷を下って平石川へ落ちるはずである。ところ

がこの落ち込みはその西斜面から少し離れて、別に西に振る形で流路をつけたかのようである。

第21ト レンチ (第46・ 47図 )

第20ト レンチ南のT,P,122.2～ 122.3mの棚田に設定した3.0× 25,Omの東西 トレンチである。厚さ

0。4～0,6mの現耕土・旧耕土と床土を剥がすと数層の砂質上の堆積が認められる。 トレンチ西端で

は標高121.8mで砂質上の地山となるが、東では121.3mと 傾斜面をなす。この地山面上に堆積する

数層の砂質土からわずかではあるが、中世～近世土器片が出上している (426・ 427)。 地山面では

北東～南西方向の幅0,3～ 0。4m、 深さ0.05mの やや粘性のある砂質土を埋土とする鋤溝が検出され

た。第20ト レンチ東端で検出された南北溝に繋がる遺構は検出されなかった。
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TP+125∞Om

TP+1240110m

6  7 1

E

TP+1221X10m

1現耕上
2にぶい黄褐色 (25Y6/3)砂 質土
8耕土
4耕土・床土・撹乱土ブロック混在
5明黄褐色 (10Y R7/6)粘 質土
6耕土
7耕土
8暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土
9明黄褐色 (10Y R7/6)粘 質土
10暗灰黄色 (25Y5/2)粘 質土
■耕土
12耕土・床土プロック混在
13耕土・床土プロック混在
14灰色 (5Y6/1)砂 質土 (鉄分沈着顕著 )
15第 14層 に同じ

16耕土    第20トレンチ東西
17第 14層 に同じ
18耕土 第 14層混在
19耕土
20耕土
21耕土・床土プロック混在
22にぶい黄色 (26Y6/4)砂 質土 (耕土プロック混入 )
23耕土・床土プロック混在
24耕土プロック (ビニール片混入 )
25耕土・床土プロック混在
26耕土・床土プロック混在
27耕土・床土プロック混在
28耕土・床土プロック混在
29耕土・床土混在
30耕土 (ビニール袋混入 )

3,明緑灰色 (10CY7/1)砂 質土 (耕土 )
32黄色 (25Y7/8)粘質土 (床土 )
38浅黄色 (75Y7/3)粘質上 (床土 )
34にぶい黄色 (25Y6/3)粘 質土 (床土 )
35オ リーブ黄色 (5Y6/3)粘 質土 (床土 )
36灰色 (10Y6/1)粘 質土 (炭混じり)
37灰色 (75Y4/1)粘 土 (砂混じり)
38灰色 (75Y6/1)砂 質土
39灰色 (5Y5/1)砂質土
40黒色 (N2/)粘土 (炭混じり)
41灰黄色 (2 5YG/2)粘 土 (礫混じり)
42浅黄色 (25Y7/3)粘 土
43浅黄色 (25Y7/3)粘 土 (礫混じり)
44黄色 (5Y7/6)粘質土 (床土 )
45褐色 (10Y R4/6)粘 質土 (礫多く混じる。地山 )

第20トレンチ平面

1暗オリープ褐色 (25Y3/3)土 (耕土 )
2灰オリーブ色 (5Y4/2)土 (旧 耕土 )
3にぶい黄褐色 (10YR6/4)土 (プロック状 )
4褐色 (10Y R4/4)土 (2～ 7mmの礫混 じる)
5灰オリープ色 (5Y5/2)砂 質土
6褐色 (10Y R4/6)粘 質土 (砂混じり)
7にぶい黄褐色 (10V R4/3)砂 礫
8黄褐色 (25Y5/3)砂 質土

9褐色 (10Y R4/4)砂 質土 (鉄分沈着 )
10灰色 (5Y4/1)砂 質上
H黄褐色 (25Y5/3)砂 質土

|:重枯石三伊畠おλ,η饗上常羅蓬葦怖
加の礫混じり)

14暗オリープ褐色 (25Y3/8)砂 質土

憾藩糧侵おヾXうイ
6ぁ

携霊裁瑠融y響製分沈着・地山)

第21トレンチ北壁

5m
1         1         1         1         1

第47図 第20・ 21ト レンチ平面 。断面図

第21トレンチ平面
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挿

番 器   種 出 土 個 所 層位ほん
法    量 (cI)

特 徴 時  期
口径 器高 その礼

上師器郷 第1調査区 必43238層 口縁部が底部から丸みをもつて斜上方に立ち上がるイA。 端部は比較W
厚みがある。口縁部ない外面ヨヨナデ、内面に放射状暗文. 7城 Ⅱ・Ⅲ

土師器甕口縁部 第1調査区 25-30層 小彎気味にのびる口縁部をもつ露Alll。 口縁部内外面ヨヨナテ、頸部¬
こ縦方向ハケメ 内面では指オサエ痕. 7世紀後半～ 8世紀代

土師器甕口縁部 第1調査区 26-30層 くの宇形に外反する口縁端部を内側へ折 り曲げる。内外面ヨコナブ。 7世紀後半～8世紀代

土師器菱口縁部 男1調査区 25-30層 くの宇形に外反する口縁部をもつ霊。端部は上端面をもつ。ない外面 7世紀後半～8世紀代

土師器把手 第1調査区 を43238層 壼または変 (鍋)の三角状把手。 世紀代

須恵器杯蓋つまみ 第 1調査区 ,5-30層 小さい疑宝珠状のつまみで中央がやや突出する 翻邑W3 4

須恵器不身 第1調査区 29 30層 やや内彎気味に立ち上がる公園部。底部外面ヘラキリ 協邑Ⅳ

土師器小皿 第1調査区 !2層 器壁は厚く、短く立ちよがる。 ～14世紀

瓦器小椀 第 1調査区 22層 日縁端部のみ炭素吸若 4世紀代

青磁碗 第1調査区 25-30層 占部から大きく内44して直線的に立ちとがる。連続する弧線と縦線で
6世紀前～中葉

小生式上器霊底部 第21調査区 37層 外面タタキロ、内面板ナデ。 「様式

土師器嚢口縁部 第21調 査区 37層 外反する厚みのある口縁部。 世 紀

土師器甕 第21調査区 7層
長】回の体部からゆるやわ‖こ外反する口縁部。内面頸部以下板ナデ、外

世紀

土師器杯身 第91調査区 730・ 34層 喘部軽く巻き込むイA。 口縁部ない外面ヨヨナデ、底部ヘラケズリ 『
城Ⅱ～Ⅲ

土師器義口縁部 第21調査区 7・ 30・ 34層
外彎気味にのびる口縁部をもつ霊AⅡ。瑞部は外端面をなしわず力‖こ
ち上がる.外面顕部以下縦方向ハクメ. 世紀代

土師器高郵脚部 第21調査区 ′層 勺面指オサエ

須恵器杯蓋つまみ 第21調査区 ″・ 30・ 34眉 舌2 4 扁平な擬宝珠形つまみで中央がやや突出する。 掏邑Ш 3～ 4

須恵器然義 第21調査区 ア・ 3084層 下方べ屈曲させる端都。 衛邑Ⅳ l～ 2

須恵器イ蓋 第21調査区 7・ 3034層 下方へ屈曲させる端部。 旬邑Ⅳ l～ 2

須意器イ蓋 第21調査区 7・ 30・ 34層 下方へ屈曲させる端部。 旬邑IV l～ 2

須恵器イ蓋 第21調 査区 】7・ 30・ 34層 下方へ屈曲させる端部。 掏邑Ⅳ l～ 2

須恵器イ蓋 第21調査区 37層 下方べ屈曲させる端部。 旬邑WI～ 2

須恵器鉢蓋 第21調査区 7 30 34層 下方へ屈曲させる端部。 匂邑Ⅳ l～ 2

須恵器イ蓋 第21調査区 J7  30  34層 1字形カーブを描いてやや外反する。 侮邑Ⅳ 2・ 8～Ⅳ

須恵器郷蓋 第21調 査区 η・80・ 34層 外斜方にのびる口縁部。 旬邑Ⅳ

須恵器杯身底部 第21調査区 η層 餞端部にハの字形に低い高台がつく。 衛邑W3

須恵器イ身底部 第21調査区 7 84層 霊端部にハの字形に低い高台がつく 衛邑Ⅳ 3

須恵器郷身底部 第21調査区 イ 34層 霊端部にハの字形に低い高台がつく 衛邑Ⅳ-3

須恵器tTN身底部 第21調査区 7・ 30・ 34層 霊端部の中心寄 りにハの字形の高台がつく 旬邑Ⅲ 9～Ⅳ-1

須恵器郭身底部 第21調査区 ,層 餞端部にハの字形にはい高台がつく 旬邑Ⅳ 3

須恵器壷口縁部 第21調査区 η・ 30 34層 ラッパ状に開く長頚壺口縁部か、 伺邑Ⅳ

買恵器壷口縁部 第21調査区 17・ 30・ 34層 長頸蓋の外反する口縁部。 匂邑IV

須忘器然蓋 第 21調 査区 ▼・ 30・ 34層 常部上下に拡張する。 旬邑Ⅳ 3～ V

頁恵器小型壷 第21調査区 7・ 34層 言の張る体部。 旬邑Ⅳ

買恵器小型壷 第21調査区 17 30 34層 言の張る体部。 旬邑Ⅳ

須恵器壷底部 第21調 査区 ▼・ 30・ 34層 箕端部にハの字形に低い高台がつく。 旬邑Ⅳ

買恵器壷底部 第21調査区 17・ 30 34層 雲端部 に安定 した高台がつ く 旬邑Ⅳ

買恵器壷または鉢 第21調査区 Ю層
平たい底部から直線的に体部が立ち上がる。底部外面回転ベラケズ

旬邑心′

土師器小皿 第21調 査区 ;層

=み
のある「手の字状口縁J皿。 11世紀

瓦器小椀 第21調査区 27層 コ縁端部のみ炭莱吸若 14世紀代

土師器郭身
第3・ 5調査区拡張 17層 (第 5調査

Ⅲ反する口縁部で、端部がわず力単こ内傾する。 平城Ⅱ～Ⅲ

土師器甕口縁部
第3・ 5調査区拡張 ビット6 ホ反する口縁部で、端部がわずかになき込み、外端面をなす。 '世紀後半～8世紀代

買恵器イ蓋
第3・ 5調査区拡張 17層 (第 5調査 端部内面かえりは口縁端部の線より下方へは出ていない。天丼部肩よ

旬邑Ⅲ 2

買恵器郷身底部
第3・ 5調査区拡張

床土 底端部につく低い高冶。 旬邑Ⅳ

買恵器長頸壷 第5調査区
17層 (第 5調査

頸部の細い瓶子。 旬邑Ⅳ 3・ 4～ V

買恵器平瓶 第5調査区
17層 (第 5調査

平瓶の頸部 旬邑Ⅲ～W

と師器小皿 第7調査区 床上 平たい底部から外反する口縁部がのびる。 13世紀代

土師器小皿 第7調査区 床 土 平たい底部から外反する口縁部がのびる。 13世紀代

と師器小皿 第7調査区 床土 平たい底部から外反する口縁部がのびる。 3世紀代

と師器イ身 第8調査区 32層 口縁部大きく開くイ A。 内面二段斜放射状暗文。 Rtt V

と師器椀 第3調査区 32層 内彎する弧を描いて立ちがある椀Cか。 7城Ⅱ～Ⅳ

ヒ師器皿 第8調 査区 24層 内彎して立ち上がる回縁部の端部をわずかに内側に巻き込む皿 AⅡ 。 ア城 ■～Ⅱ

平成14年度調査区出土遺物観察表
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土師器皿 第8調査区 32層 付彎 して立 ちがある 日稼 の端部 を向側 に巻 き込む皿AI。 内面に放射炒

『 城
Ц～Ⅲ

土師器蓋 第 8調査区 32層

土師器甕口縁部 第8調査区 32層 外反する口縁の端部を内側に折り曲げる甕 AⅡ。 世紀後半～8世紀代

土師器甕 第3調査区 32層
従長と思われる体部に断面くの字形の口縁部がつき、端部は丸くおさ

世紀末～8世紀

土師器寮 口縁部 第8調査区 12層
外彎気味にのびる口縁部をもつ霊 AI。 端部外端面となり、上にわず

世紀後半～8世紀

須意器イ蓋 第8調査区 12層 端部を内側へ屈曲させている。 阿邑Wl～ 2

須恵器イ蓋 宕8調査区 10・ 21層 鳩部を内側へ屈曲させている。 鯨邑Wl～ 2

須恵器郷蓋 密8調査区 120層 口縁部が底部から丸みのもって斜上方に立ち上がる不A。 調整不明。
「 城
Ⅱ―V。 8世紀

須恵器杯身 著8調査区 」0・ 21層 隠邑皿-2・ 3～ Ⅳ

須恵器郷身 宅8調査区 4層 翻邑Ⅲ-2・ 3～ W

須恵器郵身 宕8調査区 32層 翻邑亜 2 3～Ⅳ

須恵器邦身 第8調査区 】4層 翻邑Ⅲ 2・ 3～ Ⅳ

買恵器杯身 宅8調査区 】0・ 21層 翅邑Ⅲ 2・ 3～Ⅳ

貢恵器然身底部 常8調査区 24層 壼端部に高台がつく 翻邑Ⅳ-2 3

罵恵器郵身底部 第8調査区 20・ 21層 占端部にハの字形の高台がつく 翻邑Ⅳ 2 3

罵恵器郭身底部 宅8調査区 )層 震端部にハの字形の高台がつく 翅邑Ⅳ 2・ 3

ヒ師器鉢 第8調査区 32層 平たい底部から内彎 して立ち上がる口縁部をもつ鉢。 p城Ⅱ

ヒ師器小皿 第8調査区 )層 平たい底部から屈曲して外販する短い口縁部をなす。 ,世

ヒ師器皿 零8調査区 32層
丸い底部からのびる口縁部をもつ厚みのある皿で、口縁端部のみヨヨ

ナ尤 ,世

肱器皿 第8調査区 を2層 中国製白磁 3世紀

ヒ師器皿
冷9調査区 (東 山
猛)

,8層 (a断面)
部外面は指オサエのまま`内面には斜放射状暗文。 「

城Ⅱ～m

ヒ師器皿
看9調査区 (東西

112層 (a断面)
内彎 して立ち上がる口縁部の端部をわずわЧこ内側に巻き込む皿AI
部外面ヘラケズリ 六養庄痕とどある_ 「

城Ⅱ～Ш

L師器菱口縁部 零9調査区 (市拡

侵部 )
)層 (b断面 )

くの宇形に外反する口縁部をもつ菱。口縁端部をわずかに巻き込み外

端面をなす。内面に検方向のハクメ
1世紀

買恵器郷身口縁部

“

)
35層 (a断面) 直線的に外斜方にのびる。 簿邑Ⅲ つ～V

買恵器郵身
霜98調 査区 (北

39層 (a断面) 底部外面ヘラキリ後、一部ナデ。 灯邑Ⅳ～V

頁恵器郷身
冨94調 査区 (扁 24・ 25層 (c断 やや外反する口縁部。 何邑Ⅳ

L師器小皿

“

)
30層 (aaF面 ) 内管しながらのびる口縁端部が外方にのび、端部は丸くおさめる。 3～ 14世紀

買恵器捏鉢
霜9調査 区 (東山
私)

30層 (a断面)
片口部気 立ち上がる口縁帯が分厚く、外面に自然和かかる。堅をぼ
かしたような点状の黒色物質が胎上に多景に含まれる.

4世紀

ヒ師器甕口縁部 第10調査区西半部
28-54層 (東壁

L師器必身口縁部 第10調査区西半部
33層 (東壁断

端部わずかに巻き込む形態。

h生式土器底部 第10調査区西半部 甕の平底。外面にタタキロ。

体生式上器底部 第10調査区西半叡
,5層 (東壁断

壷の底部わ、 内面板ナデ .

!式土師器高必イ 第10調査区西半数
28-54層 (東壁

外面ハケロ

与式土師器高杯脚 第10調査区西半部 内面に粘i紐継ぎ目。

L師器義 第 10調 査区西半叡
28-54層 (東壁 丸みのある体部から外反する口縁部が続 く。端部は丸くおさめる。外

面経方向ハケロ 内面頭部以下構方向ハケロ^
7世紀中頃

L師器甕 第10調査区西半叡
,8-64層 (東壁 くの字形に外販する口縁端部がわずわ‖こ巻き込み外端面をなす。頸部

世紀後半～8世紀代

電質鉢口縁部 ? 第10調査区西半部
層
―
５‐
面
(西壁断 やや内彎しながらのびる口縁の端部が外反する。内面に標方向のハク

日、外面指でナ元
'世

?

貢恵器無蓋高郷杯 第 10調 査区西半部
層

―

発

面
(東壁断

外部は直立気味に外反する。外面は無文で2条の凸線が巡る 何邑I-5～ 6

頁恵器イ蓋
第 10調 査区棚 口段

裏込め攪乱盛上 天丼部に丸みがあり、端部は内方へ屈曲させている。 何邑Ⅳ l～ 2

真恵器イ身 第10調査区東半部 ビット
内彎気P/kに立ちがある口縁部。底部は回転ベラ切りの後、一部ナ元
内面中央に一定方向ナデ

`

旬邑Ⅲ l～ 2

写磁椀底部 第 10調 査区西半郡 耕土・床土 龍泉窯系 13世紀中頃

五器椀底部 第10調査区西半部
53層 (東壁断

見込みに斜格子状暗文。 乙上編年Ⅱ期

頁恵器小型壷体部
第112調査区堀割 97 107・ 108層

肩の張る体部。 旬邑Ⅳ

電器椀底部 を設周辺
床土 三角高台、見込み斜格子状暗文。 老上編年Ⅱ期

二器椀底部
幕■ 2調査 区掘 害

曜
`88'断
面】 三角高台。 乙上編年Ⅱ期

毛器小皿
霜112調査区排水

床 土
平底から口縁部が外上方にのび、端部はさらに外方に向き、尖り気

老上編年 ■期

豆器小皿
第■ 2調査区南側 層

―

２５

百

(77'断 平底から口縁部が外上方にのび、端部はさらに外方に向き、尖り気
味.内外面窪にミガキ.兒込み斜格子状暗文. 老上編年Ⅱ期

と師器把手
1据顕 (13-13疇 片

鋼または霊の犯手。 1世紀代

電器羽釜口縁部
霜112調査 医壌丘 彦0層 (13-13断

内頃する口縁部外面に段状の凹線が巡る河内型。内面積方向ハケロ。 18～ 15世紀

上師器小皿
第コ ワ調査区墳丘

床上 丸みのある底部から内彎 しながらのびる日縁部。 18～ 14世紀

と師器イ
需HZ調 査 区翔 言

第123層
低い器高で、丸みのある底部から口縁部が短く立ち上がる無文のイ。

帝鳥 I

何器碗
霜112調査区東石 28層 (11-11断

Л巳前系 18世紀

弦器碗
第 112調査区東石 123堀雪 (8-8'断

波佐見。ヨンニャク印判。 18世紀中頃
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平成13年度調査区出土遺物観察表

器  種 出 土 個 所 層位ほか
法    量 (cm)

特 徴 時 期
口径 羮(高台)径 器高 その他
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平成14年度調査区出土石器一覧

挿
図
番
■

器 種
出土個所 法    量 (cll・ g)

材 質 備 考

調査区 土層 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

凹基式石鏃 第10調査区西半部 16層 2.21 17 サヌカイ I 素材形態は剥片

』基式石鏃 第10調査区東半部 と-36層 サヌカイ I 素材形態は剥片

雨極石器 第8調査区 ・25層 サヌカイ 1 素材形態は横長剥片

倉先形石器未 第1調査区 112層 104 1 サヌカイ 十素材形態は横長剥片

倉先形石器未 第8調査区 ・5層 16 サヌカイ | 素材形態は篠剥片

倉先形石器赤 第8調査区 と4・ 27・ 64)冒 10 49 サヌカイ I 素材形態は剥片

Ч」器 第10調査区西半部 を9層 サヌカイ ト素材形態は礫剥片

Чl器 第10調査区西半部 隣土・床土 6 67 1 01 サヌカイ ト素材形態は横長剥片

二次加工剥芳 第5調査区 H層 212 サヌカイ ト矩形剥片

澱1片 第歩1調査区 22・ 26・ 28層 67 サヌカイ ト縦長剥片。点状に近い打面。

剥片 ? 第11調査区 俳土 サヌカイ ト
横長剥片。表面のlal化激 しい。古いガシ リ反が穆

辺にみ られ る。

平成13年度調査区出土石器一覧

挿
図
番
号

器  種
出土個所 法    量 (clll・ g)

材 質 備 考

調査 区 土層 長 さ 幅 )享 さ 重 さ

凹基式石鏃 3ト レンチ南端 240層 サヌカイ ト
剥片 を素材 。 円脚 の狭 りが比較 的深 いハ ー ト形 る

42C Щ基式石鏃 7ト レンチ西側 37層 2 30 1 40 0 30 ナヌカイ ト剥片を素材。脚部一端欠く。

進先 生トレンチ拡張部 32-33層 サヌカイ ト剥片を素材。下端欠失。

下定形石器 23ト レンチ 1 25 43 0 サヌカイ トサ風化

432 Ч」器 トレンチ南端 282-294層 8.10 0 75 サヌカイ ト横長剥片を素材。風化

剥片 8ト レンチ西側 2・ 25層 サヌカイ ト一辺 自然面残す

剥片 7ト レンチ東側 47層 サヌカイ ト縦長剥片。一辺自然面残す

剥片 4ト レンチ 32-33層 6 22 サヌカイ ト縦長剥片を素材。

Чl器 10ト レンチ 12層 サヌカイ ト縦長剥片を素材。風化して白つぽい
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

加納古墳群・

平石古墳群

古墳・

集落跡

古墳時代

奈良時代

・横口式
石榔を主
体部とす
る飛鳥時
代の双室
墳
・奈良時
代の石組
の溝

土師器・

須恵器・

管玉・

榛原石

。7世紀代と思われる横口式石

椰を主体部とする1墳丘2石室の

方墳
・8世紀代に構築された石組の

溝






